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罰 戸 臨 し 材 が あ派石著贋画膏は'
ルにおけるマラリアの原因となる二日熱マラリア原虫に感
染した。二日熱マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす雀
5のマラリア原虫種として確立された。この疾病は生命を
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者に
てヽこの病原体を更に注意すべきである。

ネコノミ 染症のヒト

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要
である。

の医療記録をレトロスペクティプに検討した。
126例中123例(98りがデング熱、3例(2%)がデング出血熱
であつた。1例が輸血により感染したデング熱であつた。
116例が輸入症例、10例が地域症例であつた。デングウイ
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であつた。死
亡例はなかつた。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示

す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める
べきである。

爺 および藉 要デ=ダぶらl亨義万夕切薇転所力「
地域のウエストナイルウイルス(WNV)感染の現状をま
た。WNV感 染は2001年にCayman諸島と日o「da Keysの住
民で見られ、2002～2004年にジヤマイカ、メキシヨなど周
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか

し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分商
株が必要である。

7日 、トリレコのBursa、 .(メSamsun

病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に
り3名が死亡し、この2ヶ月での死者数は37名となつた。
はダニに注意するよう呼びかけ、咬まれた場合は
て手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り
てヽもらい、ヨードで消毒することを推奨している。
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受理日 一般名 感染症(PT)

ロイツ
ェルト・ヤコ

ブ病

トパルボウイルスB19感染者であつた。319感染者のう
20名のB19 DNA、lgGおよびlgMを長期間フォローアッ1と0名のB19 DNA、lgGおよびlgMを長期間フォローアップ

tところ、B19持続感染が観察されたが、319感染の症

を報告した者はいなかつた。319急性感染後の血漿ウ
ルスカ価は約1年で1041u/mL未満、約2年で1001U/mL

で下がることが示された。

ウトブレイクにより、2∞7年のvasterbOtten地方の流
腎症患者の数は100,C100人当り313人に至つた。書歯
資の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減」
こより、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だつ
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ

ストラ: ッフが致死性の
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感
染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ
クは1994年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。同ウイ
スがヒトーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危

年齢62歳)を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疲染
パターンおよびマイクロプラークの存在が、既知のプリ
ン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー

ゼ抵抗性PrPは検出されなかつた。我々はこれらをプロテ
アーゼ感受性プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プ

リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも

さらに多い可能性がある。

リオン研 面¨ ジズ轟目罰ヨ磁廟薩誦 両面革萌不
‐

会 2008年3月 08年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン

判定された。うち孤発性C」Dが821例(768%)、遺伝性
プリオン病が171例(16粥)、硬膜移植後C」D74例(6.9%)、

1%)、分類不能2例(02%)であつた。日本
プリオン病割検率は欧米諸国より著明に低かつた。孤

型は欧米に比べMM2型 が多かつたが、非

ン病
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受理日 番号 報告者名

Emer“ infect Dis

2008: 14: 1406-

1 4 1 2

2008年7月

適工
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措置
感染症(PT)

イツ

ェルト・ヤコ

ブ病

ロイツ
フェルト・ヤコ

病

フェリレト・ヤコ
ブ病

イツ

ェルト・ヤコ

れ 不ヽ ラ ス'I
ニックマウスに、輸血関連vC」D感染第1号症例出来の脳
を接種し、輸血によるヒトーヒト間の2次感染後の
体の性質について調べた。その結果、潜伏期

、臨床症状、神経病理学的特徴およびPrP型につい
て、VC」D(輸血)接種群はvCJD(BSE)接種群と類似してい
た。vCJD病原体は、ヒHこおける2次感染により、有意な
変化が起こらないことが明らかとなつた。

尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の

腎臓と勝眺のホモジネニHま200∞倍以上希釈してもTSE
つた。組織学的、免疫組織化学的分析では、

腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や

見られなかつた。尿中のTSE感 染性が、自然の

平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。

ツジを用いた て`、BSEは 36%、スクレイ
―は43%と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い
率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較
期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が
こヽとおよびTSEが 輸血により効率的に伝播することを
る。血液製剤によるヒトでのvё」D伝播を研究する

しめに、ヒツジが有用なモデルであることが示された。

んでい

2008年8月 製剤:プラノバ20N濾過、抗HBs人免疫グ回ブリン
30日 ポスタ‐ :プラノバ35N濾過)について、263K林感染ハムス

―より得たSUS処理Prpscを用いて、その除去効果
た。その結果、SUS処 理PrPscは 濾過膜の孔径よ|
小さいにもかからわず、プラノバ35Nやプラノ′
た。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら

‐ン研 スラレイビ=2面薩 栞;玉スフ=画 面著函丙腰覆じだ
2008年8月
日 ポスター

ムヽスターにおける血中PrPres経時的変化を追跡したと
ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白バンドは、感染後4～6週

認められ、10週ではほぼ消失した。発症末期では血中
られる蛋白バンドは認められなかつた。

をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま
でに限定される可能性が示唆された。

イル
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一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 1含 有区 概要

(MSM)の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5
変更することを支持するという声明を採択した。

こ通告し、この方針を推じ進め
ループと協力していく。FDAは 1977年以降、MSMの 供
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい

る。

sけるバンデミックイ住

る影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が
5096減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に

合は在庫がなくなることはなかつた。

夢5'端 百:"磁 百所 轟 饉 イラカ ラ='す る瀬 選
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬(2008～2∞9

年)のインフルエンザに効果がないおそれがある。WHO(

データによると同国でHlNl株に感染した107名に関する
t査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有
ていた。2008年4月1日から3月20日に南半球の12カ国
lNlインフルエンザ感染患者由来検体788例中242例
1%)がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し
たヽ。

血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に

リビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
単離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
ス1まサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ルスと命名することを提案する。

量ヽを求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型
を含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種

したところ、最小5銚チンバンジー感染量(CID50)は各々

約10コピーと推定されたも最低感染量を接種したチン′

ジーにおけるHBV DNAウ ィンドウ期は遺伝子型Aでは
55-76日、遺伝子型Cでは35-50日、HBs Agウィンドウ期
は遺伝子型Aでは69-97日、遺伝子型Cでは50-64日で

あつた。またHBV DNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方

インフルエ:

Pathogens

4:e1000047

民子型
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FDA/CBER 商西ほ百型肝天ヨア硫蕨i覇 る
月 業界向けガイ ったために供血延期となつた供血者のリエント
ンス(案) リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ

れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となつた供血者は無
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回日
となつた後、8週間以上経つてからHBs抗 原、抗

体および高感度HBV NATに よつてHBV感 染が否

された場合は供血可能となる。

となつた患者を調査したところ、552名中23名
がHBV再 活性化で、529名が急性B型肝炎であつたも
活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV

値が有意に高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低
た。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と
り、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有
に高かつた。

蘇 輸面r

総会 染症の報告数は124例(10月末現在)であり、一昨
年4月25-27日 年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は

l例、HCV32例 、細菌24例、その他のウイル
であつた。ウイルス感染(疑)症例の調査結果により病
体を確認した症例は、HBVの 12例とHCVの 1例であつ
た。HCVの 1例は20プールNAT開始後(2004年8月開始)
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で

あつた。

Infect Dis フランスの

2008:47:627-633 スクにおける環境汚染および標準的注意の非連守の役
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となつた2名のうち
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら
かとなつた。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを
含み、その内6例がHCV RNAを含んでいた。手の衛生に
関する連守率は37%、患者ケアの直後に手袋をはずして
た`のは33%であつた。

血中HCV PCR陽性の吸引用麻薬常習者38名の鼻汁検
体および吸引に使用したストローを入手し、血液および
HCV RNAの存在の有無を調べた。鼻汁検体28例(74%)、
ストロー3例(8%)から血液が検出され、鼻汁検体5例
13%)、ストロー2例 (5%)でHCV RNAが 検出された。HCVウ

イルスの鼻腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。
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一般名 原材料名

足口病

Neuroi 2008:

ransfusion
1180‐1187

症例 感染症(PT)

ツ

=ル ト・ヤコ

正
用
置

適
使
措

用いてTaqMan RT― PCR法 によるHEV NATス クリ
ー=

年4月25-27日 を行つた。陽性献血者85例について追跡調査および
を行なつた。陽性献血者の多くは動物内臓

食してHEVに感染したと考えられる新規感業者で、
多かつた。多くは症状が現れないまま抗
、典型的な無症候性―過性感染の経過を

つた。

ペィ じてτ:るL下lUT猛こ繭 じ蔦 爾`ごミ
名におけるHEV感 染の有無を調べた。抗HEV
では188%、非曝露群では41%であつた。ブ

接するヒトの抗HEV IgG保有リスクは54倍 (P=003)で
つた。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき
あるも

in China
19日

薇翻義耳葡 丁輌函鶏而湾高¨ 著万
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに11

名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ
イルス71による手足口病と確定された。同市では、3

月1日から5月9日の間に、6,049例報告され、353例が重

篤で、22例が死亡した(致死率0儡)。患者数は、4月の初
めに増加し始めて、4月28日にビークに達し、5月5日以後
減少した。

ら2006年1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)
べたところt海綿状変性の型、PrP免療染色パターン

イクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは
、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性
されなかつた。我々はこれらをプロテアーゼ感

プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プリオン病

では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多

可ヽ能性がある。

チ=i面あ 面肺
トヘルペスウイルス(HHV)陽 性率とウイルスDNA量 を

こより調べた。その結果、HSV-1、 HSV-2、 VZV

及びHHV-8 DNAは どの検体からも検出されなかつた。
一

方、EBVは 72%、HHV=7は 65%、HHV-6は 30%、CMVは 1%に

検出された。また、1名の血液から61X10^7geq/mlを

るHHV-6 Type Bが検出されたが、健常者における異常
な高値は活動性感染や免疲不全とは関連が無いと思わ
れる。
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受理日 番号 報告者名
適正

使用
措置

文献1症例 感染症(PT) 概 要

血栞由来製品に ルボヴ石膨稲雨百静ルψを百
‐

するための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス
が示された:全ての血漿由来製剤について、製造プー

ル中のパルボウイルスB19 DNAの ウイルス負荷
10KIC10 1U/mi未満とするため、製造過程の品質管理検査
してNATを 実施すべきである。ミニプール中でのNATの

は少なくともlCX10000 1U/mlとするべきである。これら
基準を超えるものは使用してはならない。

ウイテレス■■'7プリをララフラ=ジ
び免疫グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分
陽イオン交換クロマトグラフイー、低温殺菌、S/D処 理
およびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
ルスのクリアランスをVero E6細胞培養におけるTCID50

ッセイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ
・除去に有効であることが示された。

2面5軍5百万百万i7月万百あデヨい■石… 1

におけるすべての供血16521検体中めデングウイルス
RNAをTMA(transcttpu●●―mediated ampliflCajo●)

法で測定したところ、12検体(007%)がTMA陽 性であつた。
4検体は、RT―PCR(DENVセ ロタイプ2および3)陽性であつ

た。RT―pcR陽性4検体中3検体でウイルスを培養するこ

とができた。TMA陽 性12検体中1検体がIgM陽性であつ

ヒ。1:16に希釈した場合は5検体のみTMA陽 性であつた。

=手 万 死 やり万らズに雨k万藤
ニオン島で大流行し、供血は2006年 1月に中断された。
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供
たり132と推定された。2∞6年2月の最流行時におけ
リスクは、10万供血あたり1500と最高であつた。この期
、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。
1月から5月の平均推定リスク(07%)は、CHIKV
T検査による血小板供血のリスク(0.喘)と同じオーダー

あつた。

Urrnuchi、

こおける供血検体のHEV感 染率を調べた。そ
、ルーチン検査 (抗HCV、 抗 HIⅥ /2、HBsAg、 梅毒

よびALT)陰 性供血者の約 1%は抗 HEV IgMま たはHEV

、HEV感 染の可能性があつた。また、ALTス ク
リーニングは中国のHEV感 染血排除に役立つ可能性が
た 。

ハ

ス

Sanguinis
95(Supp1 1):
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報告者名
生物由来成
分名

感染症(PT)原材料名 原産国 含有区

イツ

ェリレト・ヤコ

病

Cel:20118:134:

757-768

概要

1990年から2007年の中国における
べた研究によると、最近8年間でヒト狂大病症例数が
こ増加したことが明らかとなつた。ヒト狂大病は1990年か

ら1996年の間は全国的な狂大病ワクチン接種プログラム

により抑制され、わずか159症例が報告されただけである
が、2006年は3279症例と激増した。

尿にTSE感 染性があることが示された。これらの動物の

勝洸のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE

ヒ。組織学的、免疲組織化学的分析では、
こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や

れなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の

水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。

高画面覇8百覇昴市に高覇ぎi薇[[
る研究によると、輸血によるBSE伝 播のリスクは驚くほど

。ヽエジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病

播率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する
前のドナーから採取された血液によつても伝播することが
示された。

赫 醒頂彗褒 ること7百まち珈 百万翼百が通
こつたハムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感
染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、
反対方向でも得られた。PMCA増 幅を繰り返すとin
プリオンの順応が起こる。このプロセスは、in uvoでの
こ観察される株の安定化を暗示させる。種の壁

よつて決定され
が示唆される。

●Na」 Acad Sci から、汎ウ
2008: 105: ルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ

14124-14129 イルスを同定した。系統遺伝学的分析からtこのウイルス
Thd!"の ネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saroid

ウイルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。
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感染症(PT)

イツ

ェルト・ヤコ
病

フェルト・ヤコ
ブ病

感染

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」D接種
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン
ヒ。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異
エスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同

,生化学的特徴を認めた。BASEの 霊長類における高い
び見かけ上孤発性CJDである症例との関連

可能性が示唆された。

WHO/EPR 2008年 フリカとザンピア出身者の最近の死亡例3例はア
10月 13日 イルス料のウイルスが原因あることが、N:CDおよび

で行われた検査の結果明らかとなつた。詳細な分析
れている。一方、南アフリカでは患者と密接に接
看護師が感染し、入院中である。

:n China

2008年5月19日

Neuro1 2008:

697-708

7月 業界向けガイ
ダンス(案)

2∞ 8:

1342-1347

再 グ藉
‐~‐‐

ransfusion 2008:
1348-1354
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763に同じ



生物
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成

1 原サ
料名

正
用
置

遷
使
措

有区分1文献

80763に 同じ

L28"∞1鰐テ雅拐雰詔昴こピ離`短鴇幌
でに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院
あるも死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ
イルスが原因であることが明らかとなつた。現在のところ
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:D 受理日 番号 報告者名 |       一 般名

228

229

Ю8/12/12

)08/12/12

フイス

ワイス

ゲムッズマブオゾガマイシ
換え)

ゲムラズマヲガラ万マイラ

2008/12/12 イズ~預7下刀辰7ラ

イズ~預茅
驚芳ラ辰7ラ〕0771

含有区分 感染症(PT)

フェルト・ヤコ

プ病

証
翻
籠
一面邸瀬目ぼ

驚 万 ラ万ぞ7万 `面百

'ン(遺伝子組

B年6月2日に短期間の疾病後に処分されたB‖ush

牛は、カナダで13頭日のBSE牛 であること
が確認された。どの部位もヒト食料または飼料システムに
つていない。該当牛は2003年4月22日生まれで、死亡
1月齢であつた。生まれてから一生同じ農場で過ごし
た。一緒に飼育されていた207頭について飼料コホートが

実施された。本症例検出により、カナダBSEリスクパラメ

は変更されない。

ことを確認した。どの部位もヒト食料または飼料システ
に入つていない。国際ガイドラインに基づいた疫学的調
中である。

W扇 3こ薩菅ラフでうジラJカラ菖百■蘭辞「
こおけるE21lKと呼ばれる新規の遺伝子変異を同
た。この変異は遺伝性C」Dのヒトにおいて見られる
因性変異と同一であり、ウシPmp遺 伝子内で潜

在的病原性変異を有するBSE確 定ウシの最初の報告で

ある。最近の疲学的試験によるとK211アレルは6062頭の
ウシで全く検出されず、E21lK変異は極めて頻度が低い
(2000例中1例未満)。
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報告者名 原材料名 感染症(PT)

ダルベポエチン アルフア(遺伝子組換
え)

ルヽ雨蒔ジ
‐
亨,びララ種藤浮蘊画

‐

アメリ
、カナダ

リカ合
カナダ

ェルト・ヤコ
Pathogens
4: e1000156

ion Agency
11月6日

エポエチンアルファ(遺伝子組換え)
ダルベポエチン アルフア(遺伝子組換
え)

E轟 島芭ケラフラデて百菖事翻画が
~¨

ダルベポエチン アルフア(遺伝子組換
え)

、ニュ
ー

ジーランド

) l , t \>211

―ストラリ
ア、ニュー

ジーランド

ステロー

マウス骨髄
由来NSO

T'蕉ニズ
、ムスター卵

シ胎児血清

ワイス

キリン

キリン え)
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受理日 報告者名 一般名
正
用
置

適
使
措

総会 2∞8
年4月 17-18日 099

症学会総会 2008
月17-18日 431

クロイツ
ェルト・ヤコ

病

原材料名 原産国 含有区分

B:●od.

o‖ine 2008年7月
日

ダこについて病原体検索を行つた。その結果、
で寄生マダニより

。Borre‖a vJJJana近 縁種による世界で初めてのラ
ム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症
uck―assodated rash‖nessが国内のキチマダ

こよつて媒介される可能性を初めて示した。

け II二 専三ブ万 ドネラテ1
に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に39℃の発熱と
書明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で二日熱=

ラリア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され
た。後日、血液塗抹標本から抽出したDNAをPCR検査し
たところ、三日熱マラリアとサルマラリアの重複感染と診
された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で
報告がない。

Eンテロウイリレス:2008年4月29日現在、中
乳幼児におけるエンテロウイルス(EV-71)による手
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。

省Fuyang市である。死亡例は全てEV-71感 染
こよる神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡
した。全症例の死亡率は3月10-31日は11%であつたが、4

月17-29日には02%に減少した。

:患者が入浴した温泉水からLe」ondla

した。患者喀痰と温泉水から分離され
たL rub面!ucensに ついてPFGEに よるDNA切 断パターンを

調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者
からの菌分離はL pneumOphiaが主であり、当該菌のヒ
からの分離例は国内外で初めてである。

ジを用いた感染実験において、BSEは36%、スクレイ
―は43%と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較
短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が
こヽとおよびTSEが 輸血により効率的に伝播することを
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。
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報告者名
一証
齢
鑓
感染症(PT) 出典 概要

ラブル]じ引緩 夢あ
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ

NaJ Acad Sc:

2008:105:

リケッチア症

14124-14129 ルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

ネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、
イルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498

から得た751例の糞使検体中6検体からカルディオウイ
が検出された。

2008:49:92 分離・同定した。土壌や堆肥との接触を介しての感染
日本医= ヒ。イトラコナゾールの内服とミコナゾールの外用

キ総会 2008
K卜11日 で経過をみたところ、約6ヶ月で略治した。日本での

たが、心臓頻拍出現のため、外用と削爪

離は本症例が初めてである。

10月 13日 ィルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび
行われた検査の結果明らかとなつた。詳細な分析
ている。一方、南アフリカでは患者と密接に接

た看護師が感染し、入院中である。

~苗
スタ扇薩面 てヽ[τフ再ズ醍競わ聴 著うち分離

8:529-533 レプトスピラは、Java面ca血清群型に分類される新し
血ヽ清型で、ArenJと命名された。同じ地区の重症患者
分離された株も同じ血清型であつたことから、この株
:、この地域に流行する新規の高病原性の血清型で
考えられた。

例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで
1症例が報告されている。感染症管理センター長による
と、実際の感業者数は報告された症例数の10倍であると

思われる。2∞7年まではQ熱 はオランダではほとんど存
在しなかつた。
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12/16 180782

清療法研

生物出来成
分名

原材料名 原産回
証
鯛
擬
一

有区 感染症(PT)

ルス性脳 部のウッタル せてい

イルスは、インド保健省の専門家らにより
踵炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数
こおよそ80Cl人の患者が発生し150人が死亡したと報

告され、その数は増加すると見られている。血液検査で
日本脳炎陽性となつた患者は5%以下であつた。日本脳炎
ンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査
ある。

7万 =直ラリ藤戻葱あ下万あ可頭分菖蕩革下葛丁厠ラ
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

ネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sarold
ウイルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498

名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

10月初旬に南アフリカでアレナウイル
ウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日
でに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院
である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間
であつた。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ
ルスが原因であることが明らかとなつた。現在のところ
たな疑い症例はない。

後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした
、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、
11月3～5日の血液検体からPCR及 び抗体検査でアナプ
ズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA

がPCR及 びIFA検査で確認され、血
―に感染源が確認された初の事例となつた。

ガ ,ヽ ラフ
:ξジ下紡 不粟薔I蔵商 ろだ鶴薔“蒸

報告数が急激に増加し、2000年7月21日付けで
1症例が報告されている。感染症管理センター長による
、実際の感業者数は報告された症例数の10倍であると
2007年まではQ熱 はオランダではほとんど存

在しなかつた。
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報告者名 一般名 原材料名 感染症(PT)

'イルス性脳

イルス悪業 Na」 Acad Sci

2008:105:

14124-14129

1028、3409

Genet Evol

8:529-533

NaJ Acad Sci

2008: 105:

イルスは、インド保健省の専門家らにより
症候群と診断された。同州の13の地区では,数
こおよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報
、その数は増加すると見られている。血液検査で

日本脳炎陽性となつた患者は跳以下であつた。日本脳炎
エンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査
る。

ンフルエンザ
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス
Thelerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sa青old

ルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498

名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

業のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日

までに計5例が報告され、5例中期 が死亡し、1例は入院
である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ

イルスが原因であることが明らかとなつた。現在のところ

新たな疑い症例はない。

後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプ
ズマ症感染が確認された。血液ドナTの 1人にA

び:FA検査で確認され、血
ざナーに感染源が確認された初の事例となつた。

0781に同じ
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番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 症例

適正
使用

措置
感染症(PT) 出典 概 要

ウイルス感染 ProMED―
mai:200810283409

一
ヽ

田画 恐 梁 CDC/MMWR 2008:

57:1145-1148

lに同じ

日本赤十
字社

人全血液 人全血液 人血液 日本 有効成分 有 朦 無 田菌感染 Transfusion 2008;

48: 1520-1521
骨髄異形成症候群と汎血球減少症の79歳男性が、血小

板輸血と続いて赤血球1単位の輸血を受けた。 40分後
に396℃の発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症
を塁し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で
回復した。患者の血液および赤血球バッグの残存物から
Streptococcus pneumonae血清型4が検出された。赤血

球輸血によるS pneumo面ae感染の初めての症例である。

縦 国 懸 業 Am J Infect Control

2008:36:602

滅量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治療
(Sta口lng)を受けた16歳の女性が、2週間後に左耳の鍼
同日の紅斑および圧痛を呈した。膿瘍ドレナージ検体の
暗養および感受性試験の結果、両耳で著しい緑膿菌の
生育が認められた。21日間の経ロシプロフロキサシン投
与により回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく特に感染し
やすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起こす可能性がある
ことを医師は認識するべきである。

感染

1獅8:::窓臨!1)
2A―S01,02

許的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤
D病原体不活化(PI)は広範囲のスペクトルの予防的ア
]―チである。溶媒界面活性剤(SD)およびメテレンブ
ー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン
ercepO、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され
るヽ。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板
り、血漿および赤血球のためのPI法が開発中である。

ox Sanguin:s

008:94:315-323

アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板
(PCT―PLT)の輸血に関連する有害事象を調べるために

能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名
に7437件のPCT―●LTが輸血され、その内、68件が有害

事象と関連付けられた。PCT―PLT輸血に関連した急性輸
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であつた。
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正
用
置

適
使
措
感染症(PT)

π]ら薦 罰蕗 DNA

在をRT PCR法 により調べた。その結果、治療終了
では87%、治療完了後6ヶ月では77%、治療後2年を過ぎて

も7酬の患者で、無症候性であるにもかかわらず、
DNAが 検出された。適切な治療を行い、回復し

たように見えても、Brucdl DNAは存続する。ブルセラ菌
は除去不可能な持続性の病原体である。

1関係機関と協力して複数の州で発生した,ル モ
型セントポールのアウトブレイクを調査している。
トマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降
7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD.Cお よ

カナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ

ラ血清型セントポールに感染したことが確認された。

染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血
、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、

亡した。血液塗株標本で赤血球の5～15%に トロフォブイ
(栄養体)があつた。患者血液検体中でBabeJaは形態
こ確認され、PCRで 3mお r面陽性であつた。輸血さ
製剤の供血者のうち1名がB mi∝面陽性であつた。

硬面耐黒3凛票i裏 百3扇3冨語:
入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血

た。適合供血のうちEuSA法 で反復陽性
うたのは0013%(90/651471)で、そのうちRIPA陽

で、陽性確認率は00043%であつた。全供
クリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回
者に絞つた対策の検討が示唆された。

ジT力う覇ア=三千面[i舜眼石直スペイン、カタルーニヤ血液銀行は、高リスク供血者にお
けるシャーガス病スクリーニング計画を実行し、供血者集
E[TTrypanosoma cruzi (T. cruzi)
を調査した。その結果、全体の陽性率は062%(1770名中
11名)で、最も陽性率が高かったのはボリビア人であった
(102%)。陽性者11名中1名は、シャーガス病流行地域に

間滞在したことのあるスペイン人であつた。非流行日
リスク供血者にT cruゴスクリーニング検査を実施す
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受理日 番号 報告者名 一般名 原材料名 原産国 出典 概 要

ノーシュマニア
しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ
での感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の
100倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25%と推
れる。薬剤耐性Leishma面a lnfantumがイスを介し
大するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必
である。

面瀬輌まし=平蔦で力万 ジド万派石著下=蓮骨百リ
ルにおけるマラリアの原因となる二日熱マラリア原虫に感
染した。二日熱マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす第
5のマラリア原虫種として確立された。この疾病は生命を
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者にお
いてこの病原体を更に注意すべきである。

infect Dit

14: 1013-

Infect

14: 1434-

Infect Dis

14:1019-

コノミ

中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに
似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が
。ヽヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要
である。

Kong Med」

14: 170-177

1998- に香港の公立病院に入院したデン

者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。
126例中123例(98%)がデング熱、3例(2%)がデング出血熱
あつた。1例が輸血により感染したデング熱であつた。
116例が輸入症例t10例が地域症例であつた。デングウイ
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であつた。死
亡例はなかつた。発熱、皮疹を呈し、血小根減少などを示
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める
べきである。

)v Panam Salud ラテンアメリカやカリブ海
2006: 191 域のウエストナイルウイルス(WNV)感染の現状をまと

ヒ。WNV感 染は2001年にCayman諸島と日olda Keysの住
民で見られ、2002～2Clt14年にジヤマイカ、メキショなど周
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での
ウイメレス減弱または他の可能性を検討するためには分
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受理日 番号 概要

薇涵覇耳に爾り万そ荷驀 ヽりiここ下あうI
ルウイルス(WNV)脳 炎が2例報告された。1例日は
erraraとBdognaの 間に住む80歳代の女性、2例日は
erraraに住む60代後半の男性であつた。また、ウマ6頭と
り13羽でWNV感 業が確認された。WNV髄膜脳炎の積極
―ベイランスプログラムが開始され、当該地域で供
者スクリーニング用NATが 導入された。また、当該
こ1日以上滞在したことのある供血者を23日間供血延期
る措置がとられた。

、トルコのBursa、

の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となつた。
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、咬まれた場合は
て手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り
てヽもらい、ヨードで消毒することを推奨している。

トパルボウイルスB19感業者であつた。319感染者のう
のB19 DNA、 IgGお よびIgMを 長期間フォローアップ

たところ、B19持続感染が観察されたが、819感染の症
を報告した者はいなかつた。B19急性感染後の血漿ウ
ルスカ価は約1年で1041u/m昧満、約2年で1031u/mL
で下がることが示された。

ブレイクにより、2007年のVasterbOtten地方の流
者の数はlC10,000人当り313人に至つた。響歯

讀の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減」
こより、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だつ
ヒことが、当骸アウトブレイクの一因であろうと考えられ

=澪 ラ,ヲ苗:商品壺'コ陽蕨薩薇 夢1ル職 覆あ
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感
染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ
クは1994年で調教師1名とウマ:4頭が死亡した。同ウイル
スがヒトーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危
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原材料名 感染症(PT)

Neuro1 2008:

:697-708 年齢62歳)を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染
色パターンおよびマイクロプラークの存在が、既知のプリ
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテア=
ゼ抵抗性PrPは検出されなかつた。我々はこれらをプロテ
アーゼ感受性プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖よ、プ
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも
さらに多い可能性がある。

2面]軍ラ,茅ジ面
‐

2008年8月 08年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン

判定された。うち孤発性CJDが321例(768%)、遺伝性30日

フオン病が171例(160%)、硬膜移植後CJD74例 (69%)、
異型CIDl例(Ql%)、分類不能2例(02%)であつた。日本
リオン病剖検率は欧米諸国より著明に低かつた。孤

発性C」Dの病型は欧米に比べMM2型 が多かつたが、非
型例が多く割検されている可能性が考えられた。

Neurol Neurosurg の39歳男性が感覚異常などの神経
2008: 、急速に悪化し、4ヶ月後に死亡した。組織学的検査

79:229-231 で海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫
組織化学的検査でびまん性シナプティックな異常プリオン
沈着が見られ、CJDと診断された。また患者のPRNPは
129MerMetであった。患者は22年前まで死体由来のヒト
長ホルモン(hGH)製剤治療を受けており、医原性リスク
が認められるため、孤発性若年性C」Dの可能性も否定で
きないが、WHo基準により確定医原性C」Dと分類された。

ONE2 『I野生璽マウスおよIFF再 百を蒻 じてこ`石毒レスリ王
ニックマウスに、輸血関連vC」D感染第1号症例由来の脳
種し、輸血によるヒトーヒト間の2次感染後の

について調べた。その結果、潜伏期
、臨床症状、神経病理学的特徴およびPrP型につい
、vC」D(輸血)接種群はvCJD(BSE)接種群と類似してい
た。vC」D病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な
1ヒが起こらないことが明らかとなつた。

クレ ター22匹の
i4: 1406- こTSE感染性があることが示された。これらの動物の

モジネートは20000倍以上希釈してもTSE
染性があつた。組織学的、免疲組織化学的分析では、
こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や
れなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の
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報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 1含 有区 概要

ツジを用いた感染実験において、BSElま36%、スクレイ
ーは43%と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い

伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比錬
期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が

高いことおよびTSEが輸血により効率的に伝播することを
示唆する。血液製剤によるヒトでのvC」D伝播を研究する
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。

んでいる製剤(血液凝固第
プラノバ20N濾過、抗HBs人 免疫グロプリン

*l :7tzr {ssr{frG) l:zur<. 263Kf,ftff*/ \aZ
より得たSus処理PrPscを用いて、その除去効果を
た。その結果、SUS処理PrPscは濾過膜の孔径より
にヽもかからわず、プラノバ35Nやプラノ′

された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら
れる。

力九イビ=2薔R悪黙 ■天事二融輛貌郵藤醸種じた
ムヽスターにおける血中PrPres経時的変化を追跡したと
ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白バンドは、感染後4～6週

れ、10週ではほぼ消失した。発症末期では血中
と見られる蛋白バンドは認められなかつた。PrPres

をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま
でに限定される可能性が示唆された。

1候のイタリアの乳牛の

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接

種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」D接種
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン

示した。感染牛と同じ国の孤発性C」D患者でPrPが異
エスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同

,生化学的特徴を認めた。BASEの 霊長類における高い

び見かけ上孤発性C」Dである症例との関連

Newsletter 性同性愛行為を行つた
2008年7月4 (MSM)の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5

年間に変更することを支持するという声明を採択した。
この新方針をFDAに 通告し、この方針を推じ進め

るグループと協力していく。FDAは 1977年以降、MSMの 供

を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、
メリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい

108/171 ペ ーン



番号 報告者名
生物出来成
分名

原産国 含有区分 概要

墨弓ヽ ラπ王ジ蘭
95(Sup口1)|する影響をシミュレーションした。3ヶ月間の血液供血

5儡減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に
制限した場合は在庫がなくなることはなかつた。

ダ夢 '端覆コあ竃百蘭輌 F覆イラカ =顧 ]薄蓮
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬(2008～2009
年)のインフルエンザに効果がないおそれがある。WHO(
データによると同国でHlNl株に感染した107名に関する
査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国
lNlインフルエンザ感染患者由来検体788例中242例
がタミフル耐性に関係があるH274Y突 然変異を有し
いた。

血熱症例の小さな流行が、20C13年12月と2004年1月に
リビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
ビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル

スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
イルスと命名することを提案する。

フリカ、ヨ′ の死者を出したウイルス

、暫定的に西アフリカのラッサウイルスに近い、書歯類
性アレナウイルスであると特定された。国立感染症
保健省は共同で、このウイルスが体液を介して

からヒトに感染するため、「患者の看護に特別な予防
置が必要である」との声明を発表した。3名の死因を
するには更なる検査が必要である。

2008年
月 業界向けガイ

リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ

れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となつた供血者は無

期限に供血延期とされていたが、本ガイダンネでは2回日
に陽性となつた後、8週間以上経つてからHBs抗原、抗
抗体および高感度HBV NATに よつてHBV感 染が否

市西ほ百型藤 ヨフ尻原Fご対する百体市雨百尻藤'1
性となつたために供血延期となつた供血者のリエント
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受理日 番号 l報告者名 一般名 感染症(PT) 概要

百 茄顧:面革 萌 i覇蒸¬萌 たI融 肝:職面
抗原陽性となつた患者を調査したところ、552名中23名

(4%)がHBv再活性化で、529名が急性B型肝炎であつた。

再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV

に高く、ALTお よびアルブミンピーク値は低
かつた。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全

なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有

意に高かつた。

染患者153名および慢性HBV感 染患者4277名につ

てヽ5年間毎のHBVジ ェノタイプ/サブジェノタイプを調べ

。急性感染患者数は35年間中増加し続けた。慢性感染

者は1986～1990年が最大であつた。ジエノタイプは急
者と慢性感染患者で大きく異なつた(A、B、C型 :

6%、10部 、59勁 vs 30%、 123%、 84訪 )。最近では外

ブジェノタイプB2/Baが 増加する傾向がある。

雨▼
‐
m五離 弱弩崚面蒜 雨百:尾'蔭菖矛:肋;ド雨▼

‐

染の検出感度を上げるために、H8V DNAと HBsAgを 同
こ濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下で
Jyjneで コートした磁気ビーズを使用し、ウイルス

を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、
DNAとHBsAg量は、最高4～7倍に濃縮された。本方
により、E:AとHBV NATの 感度が上昇し、HBSAg ElAを

てヽオカルトHBV感 染者40名のうち27名を検出するこ
力くできた。

ンスの

スクにおける環境汚業および標準的注意の非遵守の役

割を評価した。試験期間中にHCV陽性となつた2名のうち
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル

ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら

となつた。環境表面検体740例中82例が今モグロビンを
み、その内6例がHCV RNAを含んでいた。手の衛生に

る連守率は37%、患者ケアの直後に手袋をはずして
たヽのは33%であつた。

ニューヨーク市のEast Hademのクリニック 上

47:931-934 中HCV PCR陽 性の吸引用麻薬常習者3o名の鼻汁検
引に使用したストローを入手し、血液および

HCV RNAの存在の有無を調べた。鼻汁検体28例(7儡)、
ストロー3例(8%)から血液が検出され、鼻汁検体5例
13%)、ストロー2例(5%)でHCV RNAが 検出された。HCVウ
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生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区 概 要

、HCVコア蛋白陰性であつたが、複数回輸血
、HCVコア蛋白が陽性化したため、遡及調査を開始し
。保管検体の個別NATにより、1検体からHCV―RNAを

した。患者と献血者のHCV Core―El―E2領域の塩基
致した。日本で20プールNAT導 入後、初めて確

れた輸血によるHCV感 染症例である。

シ葡 夢7:罰屋i露じて■1る■下i していない
卜97名におけるHEV感 染の有無を調べた。抗HEV

率は曝露群では188%、非曝露群では41%であつた。ブ
夕に接するヒトの抗HEV IgG保有リスクは54倍(P=003)で
あつた。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき
である。

こ同じ

天茅蔽 菌藤

Microbiology

108th Cenera:

20081「6
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一般名

適正

使用
措置
感染症(PT)

ツ

フェルト・ヤコ
ブ病

コイツフェリレ
・ヤコブ病

ONE 2008:3:

Newsletter
2008年7月4

Sanguinis
:95(Suppl .  1) :

Pathogens

4: e1000047

80784に同じ

80784に同じ

online
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10月 13日

1784に同じ



原材料名ID 受理日 鶴
一
　

一

報告者名

洗浄人日本赤十
字社

2003/12/17

こ同じ

じ

こ同じ

Sanguinis
95(Supp! 1),

|-02
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一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 感染症(PT)

ルモネラ

20081「6

f l  1-58. Boston

メリカ・トリ′ Sanguinis
ノソーマ症 95(Supp:1)

fusion 2008:

1862-1868

14: 1019-

Kong Med J

:14: 170‐177

エストナイル Panam Salud
イメレス 2006; 19

112-117

ストナイル Newsletter
イルス 382008年 10月

17日

・クリミア

こ同じ
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原産国

Panam Sah.ld
2006: 19:
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ID 受理日

ロイツ ン研

フェルト・ヤコ 2008年8月
ポスター

ラ,茅ジ薔
‐

2∞8年8月
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ID 受理日 番号 報告者名
生物由来成
分名

ONE 2008:3:

Pathogens
4: e1000047

80784に同じ

online
10月13日

月 業界向けガイ
ンス(案)

Infect Dis

47:●52-56

Med VirO1 2008:

1380-1884

〕型肝炎

炎 in lnfect

Sanguinis
95: 174-180

47:627-633

471931-934

70回 日本
学会総会 2008年
10月10-12日
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報告者名 原産国

」T r o p  M e d

2008;78:

1012-1015

MicrObioiogy
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一証
朗
腿
感染症(PT〉

グロプリン
′サチューセッツの医療センターで品質管理のため使用
れた廃棄製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの

人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無

を調べた。その結果、PCR及 びウエスタンプロットにより、

社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され
た。また、ln宙trO堵養を行つたところ11検体(55%)でクラミ
ジア生菌が生育した。

1998-2005

者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。
126例中123例(98%)がデング熱、3例(2%)がデング出血熱
あつた。1例が輸血により感染したデング熱であつた。
116例が輸入症例、10例が地域症例であつた。デングウイ
1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死
亡例はなかつた。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示
渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める
べきである。

から、ラテンアメ:

地域のウエストナイルウイルス(WNV)感染の現状をまとめ
た。WNV感 染は2C101年にCayman諸島と日oおda Keysの住
民で見られ、2002～2004年にジヤマイカ、メキショなど周
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか
し、疾患報告数は少ない:この不可解な熱帯生態系での
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離
が必要である。

面瀬覇耳に1‐″苅ア●辞昴萌こげ百罫万死 天蒔マ
ルウイルス(WNV)脳炎が2例報告された。1例日は
aとBdognaの 間に住む80歳代の女性、2例日は

erar副こ住む60代後半の男性であつた。また、ウマ6頭と
り13羽でWNV感 染が確認された。WNV髄 膜脳炎の積極
イランスプログラムが開始され、当骸地域で供

者スクリーニング用NATが 導入された。また、当該地域
こ1日以上滞在したことのある供血者を23日間供血延期
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受理日 番号 1報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 有区 症例 感染症(PT) 概要

20921の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となつた。
はダニに注意するよう呼び力ヽ す、咬まれた場合は

決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り
てヽもらい、ヨードで消毒することを推奨している。

中102

1036-1037 トパルボウイルスB19感染者であつた。B19感染者のう
20名 のB19 DNA、 lgGお よびIgMを 長期間フオロ

ーア

こところ、819持続感染が観察されたが、319感染の症

を報告した者はいなかつた。B19急性感染後の血漿ウ
イルスカ価は約1年で104:u/mL未満、約2年で1側U/mL

まで下がることが示された。

14:308-810

infect Dis F尋 ラ1百涵丁る高品 百ヴ7πスあ予爾薔西天蔑
・

ウトブレイクにより、2007年のVasterb。世en地方の流
者の数は100,000人当り313人に至つた。警歯

頂の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減J
こより、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だつ
ヒことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ

―ストラリアBlsbane
11ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感
染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ
クは1994年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。同ウイ
スがヒトーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危

用
置
使
措
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受理日 番号 報告者名 原産国
適正
使用
措置
感染症(PT) 出典

Ann Neurol 2008;

ツフエリレ
・ヤコブ病

ェリレト・ヤコ

概要

靖 … あ藷 百名

を接種し、輸血によるヒトーヒト間の2次感染後の
体の性質について調べた。その結果、潜伏期

間、臨床症状、神経病理学的特徴およびPrP型につい
て、vC」D(輸血)機種群はvCJD(BSE)接種群と類似してい
た。vC」D病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な
変化が起こらないことが明らかとなつた。

・ヤコ 697-708 年齢62歳)を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疲染
色パターンおよびマイクロプラークの存在が、既知のプリ

資駆吉署な後』蹴麻tli棚 ]喜詳
アーゼ感受性プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プ

リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも
さらに多い可能性がある。

=材 ラジ更委頁会による蔚番ては両再草 ■下
‐

2008年 3月 年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン

た。うち孤発性C」Dが821例(768%)、遺伝性

′オン病が171例(160%)、硬膜移植後C」D74例 (69%)、

変異型CJ01例(01%)、分類不能2例(02%)であつた。日本
プリオン病割検率は欧米諸国より著明に低かつた。孤
発性CJDの 病型は欧米に比べMM2型 が多かつたが、非
が多く剖検されている可能性が考えられた。

、急速に悪化し、4ヶ月後に死亡した。組織学的検査
791229-231 海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疲

織化学的検査でびまん性シナプティックな異常プリオン
沈着が見られ、C」Dと診断された。また患者のPRNPは
129Met―Metであつた。患者は22年前まで死体由来のヒト

成長ホルモン(hGH)製剤治療を受けており、医原性リスク
が認められるため、孤発性若年性C」Dの可能性も否定で
きないが、WHO基 準により確定医原性C」Dと分類された。

ONE 2008:3: マウスおよびヒトPrpを発現してい ンスジェ

ニックマウスに、輸血関連vCJD感 業第1号症例由来の脳
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受理日 症例曜焉
措置

感染症(pT)

フェリレト・ヤコ

イ

ルト・ヤコ

概要

ぞ 二あ臨蔵 薙 菖蒻訂辞 =2芝匹あ
ゴ SE感 染性があることが示された。これらの動物の

臓と膀晩のホモジネーHま20000倍以上希釈してもTSE

染性があった。組織学的、免疲組織化学的分析では、
こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や

見られなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の
平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。

瀦 藤「1癬 葵葛翫ヨ麟「そ丁凛蔓爾面蒟「蒻 7…
…は43%と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較

一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が

こヽとおよびTSEが輸血により効率的に伝播することを
示唆する。血液製剤によるヒトでのvC」D伝播を研究する
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。

薔 る弱訂「五蔵藻面爾
VШ因子製剤:プラノバ20N濾過t ttHBs人免疫グロプリン

製剤:プラノバ35N濾過)について、263K株感染ハムス
…より得たSUS処理Prpscを用いて、その除去効果を検
した。その結果、SUS処理PrPscは濾過膜の孔径よりも
にヽもかからわず、プラノバ35Nやプラノバ20Nで除去
た。PrPscが 凝集したり、膜へ吸着したためと考えら

ン研 夢レイビ=23訳悪黙 Цスタ=蔵乳葡郡 丙鶴種じI
2008年8月 ムヽスターにおける血中prpres経時的変化を追跡したと
30日 ポスター ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白バンド1よ、感染後4～6週

で認められ、10週ではほぼ消失した。発症末期では血中

見られる蛋白バンドは認められなかつた。

をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま
でに限定される可能性が示唆された。
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番号 報告者名 一般名 感染症(PT) 概 要

定型BSE(BASE)に感染した無症候のイタリアの乳牛0

ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接
ルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」D接種
ルとは異なる臨床的展開、組織変化、Prpresパターン

を示した。感染牛と同じ国の孤発性C」D患者でPrPが異
なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い

病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連
の可能性が示峻された。

緬 菫師会て茄両百蕩 正面饉覇罰裏″あI勢 百
~

(MsM)の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5
Newsletter
2008年 7月4

変更することを支持するという声明を採択した。
針をFDAに通告し、この方針を推し進め

るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、
メリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい

Sanguinis

る。

米国における′ インフメレエン

95(Supp1 1): る影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量
成少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の
んどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に
した場合は在庫がなくなることはなかつた。

2648 に拡大しており、南アフリカでは今年の冬(2008～2009

年)のインフルエンザに効果がないおそれがある。

データによると同国でHlNl株に感染した107名に関する
検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国
のHlNlインフルエンザ感染患者由来検体788例中242例
1%)がタミフル耐性に関係があるH274Y突 然変異を有し
ていた。
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報告者名
生物出来成
分名

原材料名 原産国
適正

使用
措置
感染症(PT) 出典

ル ス Pathogens 1月に

2008:4:e1000047 ポリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
単離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
にS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
アウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル

スであることが示された。我 は々このウイルスをChapare
ウイルスと命名することを提案する。

ラリカTヨラマネスプルゲ硬名あ死稲 田じてう7π
暫定的に西アフリカのラッサウイルスに近い、善歯類
アレナウイルスであると特定された。国立感染症

研究所と保健省は共同で、このウイルスが体液を介して
からヒトに感染するため、「患者の看護に特別な予防
要である」との声明を発表した。3名の死因を

するには更なる検査が必要である。

月 業界向けガイ
)AはB型肝炎コア抗原に対する抗体(抗HBc抗体)ブ
となつたために供血延期となつた供血者のリエント

ダンス(案) J―・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ

まで、抗‖BO抗体が2回以上陽性となつた供血者は無
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目

つた後、8週間以上経つてからHBs抗原、抗
に抗体および高感度HBV NATによってHBV感 染が否
された場合は供血可能となる。

Infect Dis

471e52-56 陽性となつた患者を調査したところ、552名中23名
化で、529名が急性B型肝炎であつた。

再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV

有意に高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低
た。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全
り、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性1ヒ群の方が有
こ高かつた。
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一般名
生物由来成
分名

原産日 含有区分 文献 症例
適正

使用
措置
感染症(PT) 出典

Med Viro1 2CIC18:

1880 1884 153名および慢性HBV感 染患者4277名に
てヽ5年間毎のHBVジ ェノタイプ/サブジェノタイプを調べ

。急性感染患者数は35年間中増加し続けた。慢性感染
者は1986～1990年が最大であった。ジエノタイプは急
感染患者と慢性感染患者で大きく異なつた(A、B、C型 :
103%、595%vs 30%、 123%、845%)。11lEでは夕ヽ
ジェノタイプB2/8aが 増加する傾向がある。

雨 蒟 蔭覆が扇I画 面
¨

業の検出感度を上げるために、HBν DNAと HBsAgを 同

時に濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下で
JyJneでコートした磁気ビーズを使用し、ウイルス

反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、
DNAと自BsAg量は、最高4～7倍に濃縮された。本方
こより、E:AとHBV NATの 感度が上昇し、HBsAg EIAを

てヽオカルトHBV感 染者40名のうち27名を検出するこ

ができた。

ララ荻 あ薄 蒲醗あ¨ 菫研疑わ面刃彊藩リ
スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となつた2名のうち
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら
かとなつた。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを
含み、その内6例がHCV RNAを含んでいた。手の衛生に
関する連守率は37%、患者ケアの直後に手袋をはずして
いたのは33%であつた。

面;:百b百
‐~‐‐
I― ヨ=列 商遇豪「雨Й漏あり1戸リケ万「ら1磁'董

4■931-9341血 中HCV PCR陽 性の吸引用麻薬常習者38名の鼻汁検
体および吸引に使用したストローを入手し、血液および
RNAの 存在の有無を調べた。鼻汁検体28例(74%)、

ストロー3例(8りから血液が検出され、鼻汁検体5例
13%)、ストロー2例(5%)でHCV RNAが 検出された。HCVウ

ルスの鼻腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。
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原材料名 感染症(PT) 出典

日本血液 症例は再生不良 、2007年 6月20

会総会 2008年 日に初回輸血が実施され、初回輸血前検査はHCV抗 体
:0月10～12日 、HCVコ ア蛋白陰性で、あつた。10月1日の輸血後、

HCVコア蛋白が陽性化したため、遡及調査を開始した。
患者には計54本の輸血があり、保管検体の個別NATによ
り、1検体からHCV―RNAを検出した。患者と献血
―El―E2領域の塩基配列が一致したことから、本症例
は輸血によるHCV感 染である可能性が極めて高い。

しているヒト101

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEV igG保

有率は曝露群では18896、非曝露群では41%であつた。ブ

タに接するヒトの抗HEV igG保有リスクは5.4倍(P・003)で

あつた。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき
である。

郡で炭疸のアウトブレイクが発生したと発表し
1件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。

ラ百菖百i3籠勇高市b燕品雨覇 ぼ:
で炭疸の2番目のアウトブレイクが、検査の

果確定したと発表した。

152540:頭が炭疸陽性であり、自然発生した炭疸により死亡した。
こTed Tuher's Fl"ng D農場では炭疸により死亡した
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ID 受理日 番号 報告者名 一般名

2003/12/22 〕0791 メリレクセ
ローノ

ルモン

生物由来成
分名

原産国 含有区原材料名 概要

面 3こあ5づあり'あ群れて蔽 万ヾ嘉三び
‐

1825691た。このアウトブレイクは比較的J さヽいとのことである。

DakotaのPoruand付近
1頭の血液検体が検査のため提出され、炭疸菌が検出
れた。更に、6月lё日にusbon付近の雌牛1頭が死後、
炭疸菌陽性と確定された。

2008年7月23日に米国South i
Hutchnson郡で炭疸のアウトブレイクが発生したと発表し
た。1件は確定でありtもう1件は疑いで、検査中である。

郡で炭疸の2番目のアウトブレイクが、検査の
発表した。

日に確認したと発表した。7月22日にはPonass Lakeのウ
シ1頭の死亡を確認した。同地方での今年最初のアウトブ
レイクは5月26日にKng Georgeの農場でウシ13頭が死亡
した後、確認された。

月24日にPaddockwoOdの ′`イソン

22971り死亡したことが確認されたが、残りの動物は隔離され、
現在観察中である。2006年にはSaskatchewanでは800頭
以上の動物が炭疸により死亡した。2008年はこれまで21
炭疸により死亡している。

西ほ… lT百1壺肩U百正:… 詰で更に
ウシにおける炭疸を確認した。今年の春以降の炭
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生物由来成
分名

原材料名 原産国 感染症(PT) 概 要

i葛高稲あ■万〒品柘菖T筋籠b膏五あ裏覇じ 7
:52540 頭が炭疸陽性であり、自然発生した炭疸により死亡した。

更にTed Tuner's日いng D農場では炭疸により死亡した
バイソンの数が増加し、現在までに257頭となつた。

う荻:こあ5ちみラフあ群藤 i罰覇マ嘉
。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。

:孫百M嗣 菖高面訂▼蔀商万夢カ
ルセラ症陽性であつた。これにより同州はブルセラ症フ

リーではなくなつた。

. Wyoming
Da面dの雌牛2頭の組織からBrucd:a aboハusが培養さ
れたと報告した。同じ群れの残りのウシや近くの群れに
てヽ検査する予定である。

19661た結果、更に13頭がブルセラ症に感染している可能性が

示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染しているこ

が既に確定されている。

1

31941 た。どの部位もヒト食料または飼料システム

こ入つていない。出生農場を確定するための調査が開始

1925801を確定した。2003年以降、カナダで14頭目のBSE牛であ
どの部位もヒト食料または飼料システムに入つていな

。ヽ当骸牛は生まれてから死ぬまで、北Albertaの1つの

130/171 ぺ ……ン

場で過ごした。詳細調査を実施中である。



受理日 番号 報告者名
生物由来成
分名

原材料名 感染症(PT) 概 要

リス 上の乳牛が

れ、16000頭近くのウシカt隔離されている。Fres"o

郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかに

なつた。

:10月10日にカナダSaskatchewanり‖Moose」aw郡
)daで、ウシアナプラズマ病のアウトブレイクが発生

2008年10月23日号 、10月10日に確定された。10月22日現在、継続中であ
る。ウシにおいて疑い例89頭、確定例1例、処分1例であ
る。

た2003年以降のトリインフルエン

月28日 ある。2008年は、5月28口現在、バン

ラデシユで1例(死亡0例)、中国で3例(死亡3例)、エジ

で7例(死亡3例)、インドネシアで16例(死亡13例)、お
びベトナムで5例(死亡5例)が報告され、合計32例(
である。

れた

症例の集計数である。2∞8年は、5月28日現在、バン

グラデシユで1例(死亡001)、中国で3例(死亡3例)、エジ
プトで7例(死亡3例)、インドネシアで18例(死亡15例)、お
びベトナムで5例(死亡5例)が報告され、合計34例(

)である。

ング熱症例(30歳男性)を確認した。この男性は2008年4

月5～13日にモルジブに滞在し、4月18日に発症した。

30名の

がガス壊痕に感染した。感染の拡大を防ぐため隔離病棟
が設けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病

棟に送られる。今までのところ同病院での交差感業はな

三著ど齢 繭 面 覆
24001患について連絡を取つている。中国の専門家は調査を終
了した。Shandong省のWanJiakou村においてヒト顆粒球ア
プラズマ症の症例4例が特定された。診断はPCRとシー
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ンス分析で確定された。



適正
使用
措置

? )Z . t t
リドーマ細

ルブミン

天フトン
……Ⅲ

リドーマ細胞

シの胆汁、

組織、皮

、骨(頭蓋
、せき髄を
ない。せ
柱骨を含む
可能性があ
る。)に出来
るペプトン

==■ 1=■=

ンド、オー

ニユー ンー

'げ =ゼ 範薩亨緬腱;が
~~~

受理日 番号 報告者名

2003/12/22

:2/24

一般名

エポエチンアルフア(遺伝子組換え)
ダルベポエチン アルファ(遺伝子組換

原材料名 原産国 含有区分
生物由来成
分名

感染症(PT) 概要

:10月26日、中国南西部の2008年10月26日、中国南西部のYunnan省の日舎で、狂
大病により6名が死亡したため‖000匹以上のイヌを処分
するよう当局は命令した。YunannttMiに郡では90000頭以
上のイヌのうち約84000匹は狂大病ワクチンを接種されて
いたが、予防接種を受けていない11500匹が処分された。

:0283405

イニー

ハムスター卵
巣細胞
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生物由来成
分名

チヤイニー

ハムスター

細胞

原材料名

胎児血清

一証
鯛 感染症(PT)

一般名

π帯 う=藪 喜蒔 薇 え,‐
・

ポエチンアルファ(遺伝子組換え)
ルベポエチン アルファ(遺伝子組
換え)

エポエチンアルフア(遺伝子組換え)
ダルベポエチン アルファ(遺伝子組換
え)

ダ万人〒宝デジ
‐
亨両 手そ

フォリトロピユ

ンベータ(

ンエキス

シン

タ̈

ナ

フォリト
ATCC登 録
)

レルゲンエキス
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受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 文潮 症例
適正

感染症(PT) 出典 概

30809 アレルゲンエキス アレルゲン
エキス

ａｎｄｉｄ

ｂｉｃａｎ

有効成分 庶 無 熙

2003/12/24 30810 尋后 栗 品 アレルゲンエキス アレルケン
エキス

Sladosporium
:ladosporioid
3 S

首効成分 騰 腰 熙

2003/12/24 記居薬品 アレルゲンエキス アレルゲン
エキズ

ｍ酬
ｕｍ
Ｐｅｎ
腱

F効 属ガ 薦 朦 熙

2003/12/24 田辺二菱
製薬

アルテフラーゼ(遺伝子組換え)注射剤 チヤイニース
ハムスター

卵巣細胞

チヤイニース
ハムスター卵
巣

米国 裂遺工積 熙 薦 腰

2003/12/24 30813 田辺三菱
製薬

アルテブラーゼ(遺伝子組換え)注射剤 ウシ胎児血
清

ウシ血液 米国、オー

ストラリア、
ニュージー

ランド、カナ
ダ

製造工種 無 無 熙

2008/12/24 B0825 田辺三菱

製薬

アルテフラーセ(遺伝子組換え'江射剤 ベフトン ワツの胆汁、
結合組織、皮
膚、骨(頭蓋
骨、せき髄を
含まない。せ
き柱骨を含む
可能性があ
る。)に由来
するペプトン

米国、カナ
ダ

製造工程 熙 廉 朦

2008/12/25 ,0814 富士製薬
工業

ロンビン トロンピン クシの血液
- - - s :

,>l:
有効成分 無 朦

2003/12/25 〕0815 百士製桑
工業

ロンピン トロンホフラ

スチン

ブタの肺 デンマーク 腱造工程 熙 朦 朦

2008/12/25 '0816 クヾスター 乾扉イル 類 百厠 理天莞覆孵
リン

天菟疲グ百
ブリンG

人血漿 一細 肯効成分 熙 有 朦

2003/12/25 バクスター

ノン

ン 尺皿精アル
ブミン

尺血漿 米国 離加物 熙 黒
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万肩弓々ラ饉程亭蘊販 う

テジキフラヨ蓬石子蘊画え'

リツキシマフ(

うヽ「平ヽ'マ… 摂が
~

リツキシマブ(遺伝子組換

ニユ~ン ~

ランド

、カナ
ダ
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受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 文献 症例
正
用
置

適
使
措
感染症(PT)l   出 典

2008/12/26 ,0828 ジェンザイ
ム・ジャパ

ン

イミグルセラーゼ(遺伝子組換え) イミグルセ
ラーゼ(遺伝
子組換え)

lE伝子租晨ス
テヤイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

個 王 職 肥 糸

は    ｀

DにLA Chasi
n(Cdumbia

U面versity)

より入手し

たジヒドロ葉

酸還元酵素
(DHFR)欠損
チヤイニー

ズハムス
ター卵巣細
胞(CHO月制
胞系である

阿効成分 熙 無 無

2003/12/26 佐藤製薬 ヒトチロトロビン アルファ(遺伝子組換
え)

=トチロトロ
ピン アリレ
ファ(遺伝子
la換え)

チヤイニ=ス
, ムヽスター卵
巣細胞

不明 首効成分 巌 朦 無

2008/12/26 30830 陛藤製薬 ヒトチロトロビン アルファ(遺伝子組換
え)

フシ臓児皿
青、ウシ血

青

ウシ血液 アメリカ、
_ユ ーンー

ランド

製造工程 熙 熙 熙

2003/12/26 30831 匠藤製薬 ヒトチ ロトロビン ア ル フア(通 伝 子 租 秩
え)

リ`フシン ブタ アメリカ 要遣工糎 熙 黒 朦

1 ボーラフア
ルマ

ロヽンビン トロンビン _ュージー

ランド、オー

ストラリア、
アルゼンチ

有効成分 黒 無 朦
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受理日 報告者名

正
用
置

適
使
措

ェルト・ヤコ

ransfusion 2008:
1180-1187

パルボリ7π
‐・

7月 業界向けガイ
ンス(案)

生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分

スチン

か
レ

米国の日立プリオン病病因調査センタ■に2002年5月か

ら2006年1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)

を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疲染色パターン
およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性
PrPは検出されなかつた。我々はこれらをプロテアーゼ感
受性プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プリオン病
では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多
可ヽ能性がある。

トヘルペスウイルス(HHV)陽 性率とウイルスDNA量 を

こより調べた。その結果、HSV-1、 HSV-2、 VZV

びHHV■ DNAは どの検体からも検出されなかつた。
一

、EBVは 72%、HHV-71ま65%、HHV-6は 3酬、CMVは 1%に

出された。また、1名の血液から61Xlげ 7geq/m:を超え

るHHV-6 Type Bが検出されたが、健常者における異常
な高値は活動性感染や免疲不全とは関連が無いと思わ
れる。

i=まるパテラボう才Fら力らT5百静蘇
減するための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス

案が示された。全ての血漿由来製剤について、製造プー

ル中のパルボウイルスB19 DNAのウイルス負荷を確実に
100001U/mi未満とするため、製造過程の品質管理検査
てNATを 実施すべきである。ミ三プ

ール中でのNATの

感度は少なくとも1000011tl lU/mlとするべきである。これら
の基準を超えるものは使用してはならない。

ransfusion 2008i ジ蒻 πズ¬晨蕩蒻ワ″蒻河両たしお
1342-1347 び免疲グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分

陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処理
びウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
スのクリアランスをVero E6細 胞培養におけるTCID50

アッセイおよびRT―PCRで 測定した。その結果、全てのエ
・除去に有効であることが示された。
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生物由来成
分名

原産国 含有区分 感染症(PT)

クロイツ
・ヤコ

:型クロイツ

ェリレト・ヤコ

ブ病

概要

蒔函適=芝 肩西百万チ百テ藤,しヨお采画茅
におけるすべての供血16521検体中のデングウイルス

RNAATMA(transcription-mediated amplifi cation)
法で測定したところ、12検体(0.07%)がTMA陽 性であつた。

体は、RT―PCR(DENVセ ロタイプ2および3)陽 性で

。RT―PCR陽性4検体中3検体でウイルスを培養するこ

とができた。TMA陽性12検体中1検体が:gM陽性であつ

た。1:16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であつた

に丁手フジグ菫やう,7じズに面蘇万藤
ニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。
流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供
り132と推定された。20“年2月の最流行時におけ

リスクは、10万供血あたり1500と最高であつた。この期

、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。
1月から5月の平均推定リスク(07%)は、CHIKV
T検査による血小板供血のリスク(0喘)と同じオーダー

あつた。

る供血検体のHEV感染率を調べた。そ
ルーチン検査 (抗HCV、 抗HIV1/2、HBsAg、 梅毒

びALT)陰 性供血者の約 1%は抗HEV IgMま たはHEV

で、HEV感 染の可能性があつた。また、ALTスク

ノーニングは中国のHEV感 染血排除に役立つ可能性が

26601べた研究によると、最近8年間でヒト狂大病症例数が急激
こ増加したことが明らかとなつた。ヒト狂大病は1990年か
1996年の間は全国的な狂大病ワクチン機種プログラム
こより抑制され、わずか159症例が報告されただけである

、2006年は3279症例と激増した。

ムヽスター22匹の

一翻

Infedt Dis

14: 1406- TSE感染性があることが示された。これらの動物の

腎臓と勝批のホモジネーHま20000倍以上希釈してもTSE

染性があつた。組織学的、免疲組織化学的分析では、

腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や
病変は見られなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。

iヨ誕冨孫i品薫珀蒻轟ヨにだ百ラジにおげ
こよると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど
。ヽエジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま

はスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病
た。その結果、BSEお よびスクレイピーと

によリヒツジに効率よく伝播された。症状を里する
ざナーから採取された血液によつても伝播するこ

138/171ペ ージ
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受理日 番 号 報告者名 一般名

士フイハ クネチウム大凝集人血清アル:
ムRIファー (99mTc)

2009/01/14 バイオジェ インターフェロン
ン・アイ
デック・

ジヤパン

生物由来成
分名

原材料名 原産国 概要

'スprPScと混合させることによつ
‐

こったハムスターPrPCは 、野生型ハムスターに対して感
を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、
向でも得られた。PMC嶋 幅を繰り返すとin

生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、in宙vOでの
れる株の安定化を暗示させる。種の壁

生成がPrp折 り畳み異常の伝播によって決定され
が示唆される。

イラブル:=アリ需顔蔽あ不鰤あ再嚇 葛蕩串1くらT雨ラ
イルスマイクロアレイ法を用いてt初めてヒトカルディオウ
ルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

ズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sa青o:d
ウイルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498
名から得た761例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

非定型BSE(BASE)に 感染した無症候のイタリアの乳
ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」D接種
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン

を示した。感染牛と同じ国の孤発性C」D患者でPrPが異
なウエスタンプロットを示す401のうち3例のPPresに同
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い
病原性および見かけ上孤発性C」Dである症例との関連
の可能性が示唆された。

ザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ
ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび
で行われた検査の結果明らかとなつた。詳細な分析
ている。一方、南アフリカでは患者と密接に接

看護師が感染し、入院中である。

Canadian F 12日に処分されたカナダで13頭目のBSE牛の課
ある。当該牛はB"ush cdumblaの乳牛で、死亡lnspection Agency

lヶ月齢あった。誕生から死ぬまで同じ農場で過ごし
た。飼料コホートが207頭について実施された。この症例
こより、カナダのBSEリスクパラメーターが変更さ

正
用
置

適
使
措
感染症(PT)

型クロイツ
フェリレト・ヤコ

型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

'イルス感染

Ce‖2008:134:
757-768

Natl Acad Sc:

2008: 105:

14124-14129

ONE 2008,3:

テクネチウ
ム大凝集人
血清アルブ
ミン(99mTc)

シインスリ

=卜血液
10月13日 イルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび

で行われた検査の結果明らかとなつた。このウイル
こ関する詳細な分析が継続されている。一方、南アフリ
力では患者と密接に接触した看護師が感染し、入院中で

換え)
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11月6日

ることはない。当該牛の所在および年齢は過去の症例
一致している。



感染症(PT) 概要

じ

トランス

ェリン

Fo●d

Agency
11月6日

Food

Agency
1 5 E

,cuon Agency

年8月15日

Pathogens
4: e1000156

08年8月15日、CFIAは、Albertaの6歳の肉牛がBSEで|
ことを確認した。カナダで14頭目のBSE牛である。どの
もヒト食料または飼料システムに入つていない。国際
イドラインに基づいた疲学的調査を実施中である。

ラ W碗 3離 菅ウリそI"カ ル
るE21lKと呼ばれる新規の遺伝子変異を同

。この変異は遺伝性c」Dのヒトにおいて見られる
変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜

的病原性変異を有するBSE確 定ウシの最初の報告で

ある。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6002頭の
ウシで全く検出されず、E21lK変異は極めて頻度が低い
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正
用
置

適
使
措

人アンチトロンビンШ

アンチトロン
米国、ドイ
ツ、オースト

Natl Acad SCi

2008: 105:

ェルト・ヤコ

病

足口病

ヘバリLヘバリンナトリ

報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産国

フェルト・ヤコ

病
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精製下垂体
性性腺刺激
ホルモン

― フL よび北米系統のH7型トリインフ

体結合能およびフェレットモデルにおける感
業性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された
7N3型、2∞2-2003年に米国北東部で分離されたH7N2

型はα2-6結合シアル酸に対する親和性を高めたHAを保
有していた。また2C103年にニューヨークの男性から分離さ
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増
、直接接触で感染できることが確認された。

ジ万 イ;丁ズ
…
モ■丁″ πヲミ

よび免疲グロブリンの各種製造工程(低温エタノール分
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処理
およびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
ルスのクリアランスをVero E6細胞培養におけるTCID50
アッセイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ

程が不活化・除去に有効であることが示された。

る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病
伝播率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する
ドナーから採取された血液によつても伝播することが

された。

こおけるエンテロウイルス:2008年4月29日現在、中
で乳幼児におけるエンテロウイルス(EV-71)による手足
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。
AnhulttFuyang市である。死亡例は全てEV-71感染
こよる神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡
。全症例の死亡率は3月1併31日は11%であつたが、4
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生物由来成
分名

原材料名 原産国

在、プラジ 一ガ
含むデング熱症例120570例を報告している(うち
)。2∞8年4月2日、リオデジヤネイロ州は確定死亡例
″例および調査中の死亡例58例を含む57010例を報告し
ヒ。同州では過去5年間はDEN-3が主なセロタイプであっ

ヒが、DEN-2の循環が再興しており、小児における重篤
び死亡例が増加している。

2001,20051「1こMysobacte`um

ヒ患者20名全員をDNA■ ngerplnungで評価し

こところ、6名のクラスターが同定された。6名は全員が若
英ヽ国出身者で、共通のパーに出入りしていた。6名中5

名は肺疾患を有し、1名はM bo宙s髄膜炎で死亡した。1名

以外は低温殺菌されていない牛乳の摂取やウシとの接
く、共通のパーでのヒトーヒト感染が示唆された。

1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)
べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン

びマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは

、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性
検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感
プリオン病 (PSPr)と 名付けた。PSP‖ ま、プリオン病

く、我々のデータが示すよりもさらに多
可ヽ能性がある。

而萌軍頑げE瀞 乃チFアジチ百蒻″ι
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ
イルスが原因であることが明らかとなつた。現在のところ

症ヽ例はない。
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:D 受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産回 含有区分

302 2009/01/26 富士製
工業

卜下垂体性性腺刺激ホルモン =卜下垂体
ヒ性腺刺激
ホルモン

更年期婦人
の尿抽出物

甲 国 百効 厩 分

適正
使用
措置

概要

ι所の研究者らによる研究で、中国に
ける初めてのヒト顆粒球アナプラズマ症(HGAl症例および
れに続くHGAの初めてのヒトーヒト感染が報告された。
1標患者は発熱・出血の発症の12自前にダニに刺され、
の病院に入院し、死亡した。死亡前12時間に患

者と濃厚接触した28名中9名がAna口asma
こ感染した。9名全員が血液に接触し、フ

名が気道分泌物に接触していた。この研究は」AMA2008

年11月19日号に掲載された。

Neuro1 2008:

63:697-708
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受理日 番号 報告者名 一般名
正
用
置

適
使
措

日本製薬 苅 瀬繭 齋… 体
―一‐

ヘパリンナト

X因 子複合
本

月 業界向けガイ

Hepatd 2008:48:

lsfusion 2C

1368-1375

Transfusion 2008:
1602-1608

こ島 万疎うイルカ」「5石藩1ルの蔀
るための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス

案が示された。全ての血漿由来製剤について、製造プ
ー

ル中のパルボウイルスB19 DNAのウイルス負荷を確実に
10C100:U/市:未満とするため、製造過程の品質管理検査

としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの

感度は少なくとも1000000:u/mlとするべきである。これら
るものは使用してはならない。

百男こウて■菖満 藤 獅薔辞誦磁駆丁肺 :
体低力価陽性、HBV DNA陽性の濃厚赤血球と新鮮凍
結血策を輸血された59歳の患者が4ヶ月後に急性B型肝
炎を発症した。また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受
けた71歳の患者も7ヶ月後にHBV感 染を認めた。2例と

同じ配列を有するジェノタイプDが感染していた。潜
型肝炎ウイルス感染者の血液は抗HBs抗
ず、感染性を有した。

20日に39歳日本人

値のため不適当とされ、HEV陽性であつた。当ギ
遡及調査の結果、9月6日にも献血を行い、HEV

する血小板が輸血されていた。当該ドナーと
14日にブタの焼肉を食べており、父親は9月14

日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7
名がHEV陽性であつた。レシピエンHま輸血22日日にALT
上昇し、HEVが 検出された。

が検出された供血者由来の血液成分を輸血された2名の

免疫不全患者について調べた。受血者1はHBVワクチン

ナ、抗HBsキヤリアであつたが、赤血球輸血後
13カ月で急性B型肝炎を発症するまで他のHBVマ=カー

は全て陰性であつた。供血者とHBVシークエンスが
一致

ため、輸血関連感染と確認された。受血者2は血小板

144/171ペ ージ

たが、感染していなかつた。



文献 症例

正
用
置

適
使
措
感染症(PT)ID 番号 報告者名 一般名

生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分

ス

305 有効成分 一無

E

2009/01/26 30845 シェリン
グ・プラウ

ダナパロイドナトリウム ダナ′ヽロイド
ナトリウム

フタの小腸粘
膜

ベルギー、
ドイツ、フラ
ンス、スペイ
ン、オースト
リア、オラン
ダ

無

307

: 80346 ゼリア新粟
工業

ゼリデ薪乗
工業

籠核 園 熙 水 冊 出 物 陪核菌熱水
由出物

Z-1∞原液 日本 有効成分 無 無

1/26 80847 結核菌熱水抽出物 鐙卵液 全卵液 日本 憲 T インフル

出典

ルヾボウィル Hematol
13:34-38

概 要

、コルチコステロイドおよびコリンエステラ
害剤による治療を受けていた重症筋無力症患者が、アル
ブミンを用いた血漿交換を行つた2週後にパルボウイルス

B19感染による赤芽球減少症と診断された。アルブミン由
来感染かどうかを確定することはできなかつたが、アルブ
ミンなどの血液製剤によるB19感染を除外することはでき

95194-100

卜のプタから分離されたHEVジェノタイブ3または4の4
こついて熱処理およびフィルターによる除去の程度を
ヒ。HEVは アルブミン溶液中で6o℃5時間加熱後お

よびフィプリノゲン中で60℃72時間加熱後も感染力が検
出されたが、PBS中で60℃5時間加熱後およびフィブリノ
ゲン中で80℃24時間加熱後には検出限界以下に不活化
された。また、20nmナノフィルター使用により完全に除去

Epidemi。!Rec

83:359-364

2007年10-11月にパキスタンで発生したトリインフルエン
A(H5Nl)の家族クラスターでは、25～32歳の兄弟3例が
で、内1例が死亡し、2例は回復した。更に、同一

で感染可能性例1例、および無症候性の血清反応
1例が検出された。1例日の症例のみが感染した

禽への接触歴があつた。家族内での限定的なヒト
ーヒト

業が発生したが、コミュニティーヘは拡大しなかつた。
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Ｄ

　

一３０８

309

310

311

312

313

一４

受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分

障効成分

文献 症例

正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 出典 概 要

2009/01/27 〕0848 グラクソ・

スミスクラ
イン

型ヽボツリヌス毒素
ス毒素

A型ボツリヌ
ス菌
(C!os●dium

米国
一騰 熙 一簾

2009/01/27 30849 グラクソ・

スミスクラ
イン

A型ボツリヌス毒素 人血清アル
ブミシ

人血液 米国 無

2009/01/27 8085( グラクソ・

スミスクラ

イン

Д輛  [,■ス ワンtり鷹、
血液、乳、1
格筋、骨髄

ワン ′ヽD鷹 、
血液、乳、骨
格筋、骨髄、
膵臓)

米国、オー

ストラリア、
ニュージー

ランド

エ

2009/01/27 〕0851 グラクソ・

スミスクラ
イン

A型 ボツリヌス毒素 ツジ(血

:)

ツジ(1■液) エ 無

2009/01/28 〕0852 日本メジ

フィジック
ス

放射性医薬品基準ガラクトシル人血清
アルブミンジエテレントリアミン五酢酸テ
クネチウム(99mTc)注射液

ガラクトシル
人血清アル
ブミンジエチ
レントリアミ
ン五酢酸テ
クネチウム
(99mTc)

剤基準人血
清アルブミン

日本 効成分

2009/01/28 30853 ノボノリレ

アイスク
フアーマ

=刀 百プ
~7J17ラ
て著画  【遺伝子

組換え)
ウシ胎仔血 ―ユ~ン ~

ランド、オー

ストラリア、
米国及びカ

2009/01/28 30854 ノボノル

ディスク
フアーマ

エプタコグ アルフア(活性型)(
組換え)

ン ニユー ンー

ランド
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受理日

エ

組換え)

レビパリンナトリウム

「ξU獣 マプて蓬蒔 蘊藻更'

′ヾリビズマブ(遺伝子
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Ｄ

　

一３２４

325

受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産回 含有区分 文献 症例
正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 出典 概要

2009/01/29 〕0864 アポラト
~

ジャパン
ξU百ズマプ【蓮伝子蘊換え' ワツ皿清ア

ルブミン _
フツ皿瀬 一”ン一

ド
コ
ル

醍遣工猥 無 熙 熙

2009/01/29 30865 アボット
ジャパン

ミU蔵 マブ【百蒔 顧 更, 濃縮リピッド 羊毛 な―ストラリ
ア、_ュ ー

ジニランド

製造工櫂 熙 黒 無

326

327

328

329

330

331

2009/01/29 30866 アボツト
ジャパン

アダリムマブ(遺伝子組換え) アダリムマフ
(遺伝子組
換え)

アメリカ、プ
エルトリコ

障効成分 朦 無 無

2009/01/29 80867 アボツト

ジヤパン

アダリムマブ(遺伝子組換え) チヤイニース
ハムスター

卵巣細胞

嗜養細胞株 アメリカ 腱遣工着 熙 飛 無

2009/01/29 80868 アボット
ジャパン

アグリムマフ(遺伝子租換え) D"matone

tL(ウシ膊
臓及び血液
つ酵素消化

吻)

ワツ 将 臓 及 ひ

血液
アメリカ 贅道 工 僣 無 無 無

1/29 デンカ生
研

発疹チフスワクチン 邪買曇 ニワトリの受
精卵

製造中止に

より“載な
し

喪通工程 朦

無

熙

30870 クヽスター 田熱 人皿 栞 た ん 日 人血清アル
ブミン

人血漿 米国 有効成分 熙 無

ス ルリオクトコ

え)
アルファ〈 ルリオクトコ

グ アルファ
(遺伝子組
換え)

チヤイニーズ
' ムヽスター卵
県細胞株

し 熙 無

148/171ぺ ‐―ン



:D

332

ルリ牙グF∋
‐‐
デπラフ竃百亨蘊頂

え)

れ ラフ亜石芋種藻
~

含有区

添加物

正
用
置

適
使
措

(抗第Ⅷ因
子モノクロー

ナル抗体製

又はカ

(抗第Ⅷ因
子モノクロー

ル抗体製

(抗第菫

―ナル抗

シ血清ア

ンスリン

(抗第[因
子モノクロー

ル抗体製

〃百デ三百 シ肺

トリン′

球細胞株

パクスター

パクスター
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受理日 番号 報告者名 感染症(PT)

フェロン アリレファ(BALL-1)

フェロン アルファ(BALL-1)

2009/01/30

9/01/30

2009/01/30

ムヽスター

トリンパ

球細胞を
下で増殖)

クローナル

ダイウイル
を増殖)

ンセン

ファーマ

(センダイ
イルスの

サギ抗

有効f

ンセン

メリカ
またはカ
ナダ

ァーマ

五百竃チヲ萄蘭
‐~… …
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一般名

蘇 壺函圧画劇爾爾輌凝ラ

原材料名 原産国 含有区分
生物由来成
分名

士フイ

ルモン

'化人血

清アルブミユ

(1311)

ウロキ
―ゼ液

爾雇苅
‐‐

尿

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび

ヒ検査の結果明らかとなつた。このウイル
スに関する詳細な分析が継続されている。一方、南アフリ
カでは患者と密接に接触した看護師が感染し、入院中で

ある。

クロイツ Neur01 2008: 藉 あ菌王ヲ万ラ蒲蒲菌罰薔モリ‐ i奎6両菊耳が
フェリレト・ヤコ
ブ病

697-708 ら2006年1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)
をfHべたところ、海綿状変性の型、PrP免疲染色パターン
およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは
、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性
れなかつた。我々はこれらをプロテアーゼ感

プリオン病 (PSPr)と 名付けた。PSP‖ ま、プリオン病

中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多
可ヽ能性がある。

'イルス感染 キサス南東部の健康な成人ドナー100名の血
1180■1187 ルペスウイルス(HHつ陽性率とウイルスDNA量 を

―PCRに より調べた。その結果、HSV-1、 HSV-2、 VZV

及びHHV-8 0NAは どの検体からも検出されなかつた。一

、EBVは 72%、HHV-7は 65%、HHV-6は 30%、CMVlま 1%1こ

検出された。また、1名の血液から61X10^7geq/mlを超
るHHV-6 Type Bが検出されたが、健常者における異常
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れる。
や免疫不全とは関連が無いと思わ



生物由来成
分名

原材料名 原産国

るための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス
示された。全ての血漿由来製剤について、製造プー

のパルボウイルスB19 DNAのウイルス負荷を確実に
100001U/mi未満とするため、製造過程の品質管理検査
してNATを 実施すべきである。ミニプ

ール中でのNATの

少なくとも10000001U/m:とするべきである。これら
基準を超えるものは使用してはならない。

アリレ

び免疲グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分
、陽イオン交換クロマトグラフイー、低温殺薗、S/D処理
およびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ

ルスのクリアランスをVerO E6細胞培養におけるTC:D50

ッセイおよびRT―PCRで潟定した。その結果、全てのエ

活化・除去に有効であることが示された。

Transfusion 2(X)8: 繭面革覇は百万顔 万百万ナ動藤万ゴあ采面募平1
におけるすべての供血16521検体中のデングウイルス
RNAをTMA(transclp」on―mediated amp‖ica」on)

で測定したところ、12検体(007りがTMハ陽性であつた。
、RT―PCR(DENVセ ロタイプ2および3)陽 性であつ

た。RT―PCR陽性4検体中3検体でウイル不を培養するこ
ができた。TMA陽 性12検体中1検体がlgM陽性であつ

|。1:16に希釈した場合は5検体のみTMA陽 性であつた

i333-1341 ニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された`
行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供
血あたり132と推定された。2006年2月の最流行時におけ
るリスクは、10万供血あたり1500と最高であつた。この期
、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。
1月から5月の平均推定リスク07%)は 、CHlKV
T検査による血小板供血のリスク(04%)と同じオ=ダ ー

あつた。

Urrnuch、Kunmingおよ【
95(Sup工1)lGuangzhou)における供血検体のHEV感染率を調べた。そ

果、ルーチン検査(抗HCV、抗HⅣ1/2、HBsAg、梅毒
びALT)陰性供血者の約 1%は抗 HEV lgMま たはHEV

Ag陽性で、HEV感染の可能性があつた。また、ALTスク
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が

は レ
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受理日 番号 報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 有区 感染症(PT) 概要

1990年から2007年の中国における
2660 べた研究によると、最近8年間でヒト狂
に増加したことが明らかとなつた。ヒト狂大病は1990年か
ら1996年の間は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム
こより抑制され、わずか159症例が報告されただけである
が、2006年は3279症例と激増した。

型クロイツ Infect Dis 醜鷲薄 じ花 二あ臨競 要を菖するスIスラ=西
14: 1406- こTSE感 染性があることが示された。これらの動物の

ジネー日ま20000倍以上希釈してもTSE
つた。組織学的、免疫組織化学的分析では、

こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や
見られなかつた。尿中のTSE感 染性が、自然の

TSEの水平感業に何らかの役割を果たす可能性がある。

B!ood誌のprepuЫthed odineに掲載されたヒツジにおけ
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど

。ヽエジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病

伝播率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと

も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する
ドナーから採取された血液によつても伝播すること
れた。

マウスPrPScと混合させることによつ
こったハムスターPrPCは 、野生型ハムスタニに対して感

を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は.
対方向でも得られた。PMOA増 幅を繰り返すとh
プリオンの順応が起こる。このプロセスは、in宙voでの

安定化を暗示させる。種の壁
播によつて決定され

が示唆される。

イラτ瀬J玉じ石戸情器に悪̀刃下万あ耳頭分蕩物中不葛丁茄ラ
‐

イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
14124-14129 ルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

ネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sa術old

イルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498

名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

ェルト・ヤコ

クロイツ

フェリレト・ヤコ
ブ病

フェルト・ヤコ

Ame‖can Society
Of

HematOlogy/Press

Rdeases 2∞ 8年8

月28日

Na」 Acad Sci

2008:105:
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受理日 番号 l報告者名 含有区分 概要

)イタリアの
ジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接
ルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」D接種
ルとは異なる臨床的展開、組織変化、Prpresパターン

した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患 者でprPが異
スタンプロットを示す4例のうち3例のPrpresに同

〕生化学的特徴を認めた。8ASEの 霊長類における高い
見かけ上孤発性CJDで ある症例との関連

イルス料のウイルスが原因あることが、NICDおよび

行われた検査の結果明らかとなつた。詳細な分析
れている。一方、南アフリカでは患者と密接に接
た者護師が感染し、入院中である。

赫 薦所璽ごそ葱“百辱7月T百:ビ戸暫
‐

こ炭疸と診断され入院した35歳の男性は、7月3日に

死亡した。この患者は病気の雌牛を屠殺していた。7月2
日には同じ牛の居殺に参加していた更に2名が炭疸の疑
でヽ入院した。この2名の状態は順調である。

牛肉を食べた後、約420名が中毒となつた。同省の予

健センターは、感染した人々はMeo Vac地方のPo Oua村
の約90家族であると発表した。2008年6月21日に、死因不
明の雌牛の牛肉を食べた2家族が感染し、6月29日に2名

が死亡し、3名が危篤である。

蒻 青蔀て:I下i百お下ぞ
‐

れ、34名が炭疸の疑いで入院中で

確定例のうちの1例である78歳男性は2008年7月10

日に死亡した。この患者は感染した動物を屠殺した後、
したが、数日間象で過ごし、7月9日に病院に行つた
は手遅れであった。
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受理日 番号 報告者名
生物由来成
分名

原産国 含有区原材料名
適正
使用
措置
感染症(PT)

べた後、6名が炭疸で入院したと、当局が発表した。計16

名が感染した牛肉を食べたことが判明している。うち危篤
状態の6名は炭r■であることが確定された。他の161名の
状態は観察中である。このアウトブレイクは南キルギスタ
ンで約lヶ月のうちに2番目のアウトブレイクである。

蕩百百丁万丁ラ蒸急雨要晉1覆:畷覆:こ蒸 恵著
‐

ntai120080806 2419 を報告した。7月28日にカザフスタン南部のLenkoド町
た38歳男性は、集中治療にかかわらず7

月30日に死亡した。この患者は病気のウシの屠殺中に炭
に感染したも

182925

磁軍5万i下百要緬 素葱替蔵:要ヽ 萩 夕赫 蘭
の2つのアウトブレイクが報告されていると発表した。こ
致死的疾病はBatken地域で小児数名を含む14名で確
ている。全員が病気のウシを処分した後に感染し

た。JJJ―Abad地域では炭疸の症状を示した6名が入院
である。

天イジ藻百省iま:I融 覆帯 硫 したズ帯
母親もまた同じ疾病で死亡したと発表した。同じ家
名が狂牛病で死亡したのは世界で初めてと思われ
る。母親は60代初めで、2008年3月に死亡し、2008年9月
日に狂牛病が原因であつたことが確定された。彼女の
子は2∞8年2月に同じ病気で死亡していた。2005年以
、スペインでは計4例の狂牛病確定例が報告されてい

)8年11月14日付けZimbabwe THbuneに よると、ジンバ
工西部のMatabddand North省
ブレイクが有、少なくとも6人と200頭以上のウシが死
=した。感染したウシの肉を食べた村人数名が治療を受
ナている。

Lupane地 域では

炭疸のアウトブレイクの後、3000頭以上のウシが

炭疸に対するワクチンを接種された。2008年11月14日、
当局は前の報告とは異なり、ウシ147頭が死亡し、2人が

155/171ペ ニジ
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症例 感染症(PT)
正
用
置

適
使
措

概要

産 不ラフF萄ば百請凄星τ::■戻どう蒸罰荘爺を脅
ている。Matabddand North省 当局は炭疸による死者1ま
名と確定したが、LupanO近くのDongamuJ地 区では6人と

以上のウシが死亡したとChronにle新聞は報告し

ヒ。ジンパブエ第2の都市Bulawayaでは大部分の人が

うな口舎の動物の肉を買うため、アウトブレイ

重大な関心事となつている。

じ力 荒葡 否じて便直萌 ラ下π 7うiごジラバブ

を最悪にしていると国際援助機関は2008年12月1日に
t。ジンパブエ北西部辺境ではヒトでの感染32例

び死亡3例が報告されている。炭疸により家畜150

ゾウ2頭、カバ70頭および水牛50頭が既に死亡した。
では6万頭のウシが死亡する恐れがある。
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報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産口 l含

80896に 同じ

百iヨ蔵薯醗菌動瞬野がT百二あド井 下葛あ
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した
とCDCに通知した。2CIC18年4月22日の検査結果から、ド
ンピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ
で有、ドナーからの伝播であつたことが

|れた。移植前にはHIV、HBV、HCVな どの標準的な
スクリーニング検査は行つていたが、LCMVの 検査

行つていなかつた。

雨晟勇薔ドf西5薄而肩
=「2万21百7著

ナ、敗血症および多臓器不全をきたした
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプ
ズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA

及びIFA検査で確認され、血
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ざナーに感染源が確認された初の事例となつた。



感染症(pT)

クロイツフェル
・ヤコブ病

原産国

コックス・ビオゲネス(
ニシリン処理凍結乾燥粉末 コックス・ピ

オゲネス(A
群3型)Su株

ニシリン処理凍結乾燥粉末

シリン処理凍結乾燥粉末

生物由来成
分名

原材料名 症例
一証
翻
腿

出典 概要

7(42): 1152‐1154

イランスクルーフの調査によると、死
S分がドイツ製品Lyodura)に関連した

1996年には43例であつたが、

2∞8年には132例に増加した。132例全員が1978～1993

年に硬膜移植を受けており、1985年9月から2CX16年10月

。発症時の平均年齢は55歳(18～80歳)で、潜
伏期間中央値は124年で、最長248年 であつた。

Report
1万1百葛爾 奮百髄 市百五藩己巧■下ら

…

/HPA TTIサ ーベイランスにTTIが疑われる報告が

2008年10月 有、調査の結果、3件(全て細菌)がTT:と判定され

。3件中2件は赤血球輸血に関連、1件は血小板輸血に

連していた。21件はTTIではないと判定され、CMVの 1

は調査が完了していない。赤血球のレシピエントにおし

細菌のTTIが確認されたのは1999/2∞0年以降初めて

ある。

ニシリン処理凍結乾燥粉末
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報告者名

:外製薬

Press Release

イルス感染

局 食品安全部
監視安全課 輸入

食品安全対策課
(2008/12/8)

2009/02/17

:D 受理日 ―般名

レフトコックス・ビオゲネス(A群
:ペニシリン処理凍結乾燥粉末

原材料名 原産国 含有区

ウシ心臓、 L′:

格筋、骨髄、
脂肪組織、結

米国)、骨

合組織、乳、
プタ心臓、膵

(米国、
ストラリ

胃

)、脂肪組
(米国)、
(米

)、結合
(米国)、
夕:心臓、
胃(米

国、イタリ
ア、カナダ)

デン

ナ

マーク、英
、ドイツ、
オランダ、
ルトガル、
ルギー、
ンス、アイ
ンド、スペ

イン、ハンガ
リー、韓国

生物由来成
分名

トインスリ

(Pancre‖pase徐放剤、NDA20-725)およびその他の膵酵
素製品(PEPs)がプタ由来であることから、プタウイルスに
よるヒトヘの感染リスクについて検討した。今までにヒHこ
おける感染が発生したとのエビデンスはないが、全ての
プタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒHこおける感
リスクをもたらす可能性があるとラベルに記載すべき
あると勧告した。

o!a―Restonウ
ンにおいてブタからEbda―Restonウイルスが検出されたこと

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよびWHOに 専門
派遣を要請した。2007年および2008年にNueva Ecua

場においてブタの死亡が増加したこと
フィリピン政府による調査が開始され、プタ繁殖・呼

(RRRS)お よびEbda―Restonウイルス感染

認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ
ている。

F粛万万F薇薦よ丁[7石ιラ「菌丙lI
ニタリング検査において、豚肉から欧州委員会の設
る基準値を超えるダイオキシンが検出されたため、
月以降に食肉処理されたすべてのアイルラント

・
産豚

について回収措置を講じるとの通報があつた。アイ
ランド政府は養豚用の家畜飼料がダイオキシンに汚染
れていたことが原因としている。

FDAの 抗ウイルス剤諮問委員会はSdvay社 のCreOn

(Pancre‖pase徐放剤、NDA2←725)およびその他の膵酵
素製品(PEPs)がプタ出来であることから、プタウイルスに
るヒトヘの感染リスクについて検討した。今までにヒトに
おける感染が発生したとのエビデンスはないが、全ての
夕由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒトにおける感
染のリスクをもたらす可能性があるとラベルに記載すべき
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ID

367

368

369

370

371

372

報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分
正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 出典 概要

染 Press Release ブタにおけるEbda―Restonウイルスの初めての検出:フィリビ
ンにおいてブタからEbola―Restonウイルスが検出されたこと

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよびWHOに 専門
家の派遣を要請した。2007年および2008年にNueva Ecua

およびBdacanの農場においてブタの死亡が増加したこと
からフィリピン政府による調査が開始され、プタ繁殖・呼
吸器障害症候群(RRRS)およびEbda―Restonウイルス感染
が確認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ
れている。

2009/02/17 〕0907 中外製薬 エポエチン ベータ(遺伝子継換え) ウシ血清ア
ルブミン
(BSA)

ウシ血液 米国、カナ
ダ

製造工積 無 無 無

2009/02/19 ,0908 担化成
フアーマ

トロンポモデュリンアルファ(遺伝子組換
え)

ロヽンボモ

デュリンアル
ファ(遺伝子
阻換え)

ヒト成人肺組
織及びヒトさ
い帯内皮細
胞由来 cDN
Aを組み込ん
だチャイニー

ズハムスター

卵巣細胞

米国 ロフリ民刀 無 無 無

2009/02/19 〕0909 嘔1じ厩
フアーマ

トロンボモデュリンアルフア(遺伝子組換
え)

虎トロンボモ
デュリンアル
フアマウスモ
ノクローナル

院体

マウスハイブ
リドーマ細胞
をマウス腹腔
内に接種して
得られた腹水

米国 喪通工程 無 熙 熙

2009/02/19 〕0910 層1じ厩

ファーマ

大塚製薬
工場

トロンボモデュリンアルファ(遺伝子組換
え)

ウシ血滑 ウシ血液 ニユー ンー

ランド
費遁 工 種 騰 職 無

2009/02/19 〕0911 フイブリノリジン、デオキシリボヌクレアー

ゼ
フィフリノリ
ジン

牛の血漿 ニユーツー

ランド
有効成分 職 朦 無

2009/02/19 30912 天 啄 製 栄
工場

″
ゼ
リノリジン、デオキシリボヌクレア オキシリ

ヌクレア
有 熙 熙 熙
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受理日 番号 l報告者名 症例 感染症(PT)
正
用
置

適
使
措

ル モン (日局 )

ンアメレファー2b( 人血液

、′ヽイーア て`デン

ており、2007年同時期と比較して22404増加し
ヒ。死亡症例は6件であつた。また、リオデジヤネイロにお
,てヽも195000件が登録され、死亡例は142件であつた。

Mercury

122008

ンピアに イル

イルス:南アフリカの国立感染症研究所は、米国CDCが 以下
疾患患者3例について病原因子を特定するための検査
、ヽ新型のウイルスを突き止めたことを発表した。ザ
ビアに居住する会社員で治療のため南アフリカに移動し
14死亡(初発症例)。初発症例の介護をした2名で

ハネスブルグの病院でそれぞれ10/2と10/5に死亡。

1028- フラ;輌三蔚 群 ジゲ蕪あ頂蓋櫂爾繭 i罰萄刀闘1
Oct28.2008 E亡症例は16例である。1986年以来、1994年の47789例

こついで2番目に大きい流行である。州都フォルタレーサ
ラ集の検査確認症例の744%が 発生した。

20001104- リオデジヤネイロ州においてデング熱が大発生しており
No"4,2008 10月29日までに登録されたデング熱症例は

(死亡確定症例181例を含む)で有、他にデング熱
こよる死亡が疑われる143件について調査中である。

Infect Dis ハリケーン被害地域(ルイジアナ州およ
14:804-807 年のウエストナイルウイルス感染発生率は2002-

2005年の平均発生率と比較して2倍以上に増加した。

2008年、バイーア州においてデング熱症例30,000例以
200807012005 が記録されており、2007年同時期と比較して22喘増加し

た。死亡症例は6件であつた。また、リオデジヤネイロにお
いても195000件が登録され、死亡例は142件であつた。

20080714- ロシア(バシコルトスタン共和国)におい
139」u114,2008 熱(HFRS)に400人以上が感染し、2例が死亡した。40001

こ記録された症例数のほぼ2倍である。同共和
界でも有数のHFRSウイルス分布の高い流行地

域で有、感染率のピー列ま赤ハタネズミの個体数増加と,

インター

換え)
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報告者名
適正

原産国 1含 有区 症例I使用 感染症(PT)
措置

概要

手iU百醐 面蓄機関質高=あド喜 下葛万
シピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した
こ通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド

とレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ
ルス(LCMV)陽 性で有、ドナーからの伝播であつたことが
た。移植前にはHⅣ、HBV、HCVな どの標準的な

:ナースクリーニング検査は行つていたが、LCMVの 検査
は行つていなかつた。

バ州の公
がHⅣ感染した。ドナーは2∞7年12月の献血時は陰性、

再び献血した2008年5月に陽性が確認され、2007年12月

の献血直前にHⅣに感染したと思われる。

ルス症の血清学的特徴が証明された妊婦の胎児に、胎

水寝症あるいは脳質拡大、胎児水腫、子宮内胎児死

、羊水異常が見られた。

てヽA型肝炎症例の増加が観察されており、年初か
月28日までに602例が報告され、2007年の同時期に8
2003～2∞7の各都市の同時期平均と比べて6倍で
った。

Engl」 ―ルにおけ こよるデン

14)1526-1527 7月に献血をしたデング熱ウイルス(2型)無症候性ド

2008 赤血球及び新鮮凍結血漿レシピエント(2例)がデング熱ウイ
型)陽性であることが判明し、血小板レシピエント(1例)も
二次性デング熱感染について血清学的エビデンスがあつ

N Engl」 Med 359(14)1 こ掲載され

ると、2∞7年シンがホ―゚ルにおいて献血ドナーの52歳の男性
から輪血された3例(62,72,74歳の男性)がデング熱ウイル

スに感染した。3例の状態は良好である。

ブ闘肝蕗″夢戸男市ス蕩磁
:南アフリカの国立感染症研究所は、米国CDCが以下

の疾患患者3例について病原因子を特定するための検査
を行い、新型のウイルスを突き止めたことを発表した。ザ
ンピアに居住する会社員で治療のため南アフリカに移動し
14死亡(初発症例)。初発症例の介護をした2名で

マ・パルボウイ
ルス感染
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ウイルス感

ハネスブルグの病院でそれぞれ10/2と10/5に死亡。



原材料名 原産国
適正

用
置

症例 感染症(PT)

42),1145-1148 64歳の女性ドナーおよび68歳男性レシピエントから
24,2008 ラズマが検出され、赤血球製品輸血による感染が

れた。

デジゲ菖磁
‐
獅雨軍豪薪驀覇二万 ドネツ戸そジ稗ブ,T

中部ジャワ州Banyumas県の衛生当局は2008年11月中旬
までのデング熱症例551例が記録され、2007年と比べて
が2倍以上増加したことを報告した。死亡例は5件

あった

熱―ロシア(

る腎症候性出血熱の症例数は2007年の3倍に増加し、
!0月までの症例数は222例であつた。調査によリヒ

への感染源であるげつ歯類の28%が感染していることが

された。

Nien News 万赫 商 瑠藤驀ニチ5市 ¬=専 ミ
27,2003 ン市熱帯病院の副院長によると毎日30例から50例のデン

グ熱症例を受け入れ150から200例を入院させている。市
の保健当局高官によると2008年には14000例が記録さ
れ、2007年に比べて35%の増加であると述べた。

じド獅あ不粟薔=肩 ]警「ろI蒻薔誦
が急激に増加し、2008年7月21日付けで

1症例が報告されている。感染症管理センター長による
実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると
|れる。2007年まではQ熱はオランダではほとんど存
なかつた。

フア ヽ 死亡させてい
ルスは、インド保健省の専門家らにより

炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数
こおよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報
れ、その数は増加すると見られている。血液検査で
日本脳炎陽性となつた患者は5%以下であつた。日本脳炎
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査

中である。

インカ蘭己巧覇涙患あ下― 夢 下葛丁茄ラ
2008:105: ルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ

ルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス14124～14129

髄炎ウイルス亜型に属し、SaFfOld

ウイルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498

名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ

こお

ンド

Na」 Acad Sci
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ルスが検出された。



一般名

乾操濃縮人血液凝固第Ⅸ因子
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ
人免疫グロプリン
フィプリノゲン加第XⅢ 因子
乾燥濃縮人活性化プロテインC
スタミン加人免疫グロプリン製剤
トロンビン
乾燥スルホ化人免疫グロプリン
人血清アルブミン

ン処理人免疫グロプリン

生物出来成
分名

原産国 含有区分l文献!症例 感染症(PT) 出典

―ストラリ
、米国、

=:-)-
、カナ

概要

万 ウイルズ「こIる顧
‐

102834091染 のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院
である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間
であつた。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ
イルスが原因であることが明らかとなつた。現在のところ
な疑い症例はない。

2008: 12～ 21日 に

1145-1148 術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした

後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプ

ラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA
がPCR及 びIFA検査で確認され、血

こ感染源が確認された初の事例となつた。

及血

清療法研
所
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一３７７

受理日

2009/02/20

ワクチン

生風じんワクチン
生おたふくかぜワクチン

ルテパリンナト:

養不活4ヒ狂大病ワクチン

原産国 有区

クラProtecuon

Vo:2.N。32 ターに関する継続調査。米国処理施設の調査で3施設
こおいて脳組織を摘出するための圧縮空気技術の

3施設全てで合計施設労働者24名の進
行性炎症性神経障害(PIN)発症が確認されている。作業
仮説は依然として、これらの労働者神経障害を引き起こ

す自已免疫反応の進行を導く細かい霧状の脳組織に暴

弱毒生麻しんワクチン

生風しんワクテン
生おたふくかぜワクチン
養不活化狂大病ワクチン

生風しんワクチン
生おたふくかぜワクチン

ジフテリア破傷風混合トキソイド

ジフテリア破傷風混合トキソイド
ジフテリアトキソイド

ジフテリアウマ抗毒素
リヌスウマ抗毒素
百日せきジフテリア破傷風

:そうワクチン
弱毒生風しんワクチン

療法研

清療法研

コレステロー =ツジ毛 ニユー ンー

ランド、オー 造工程・

添加物

清療法研

エリスロマイ
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月8日

れた、ということである。



受理日 番号 症例 感染症(PT)
正
用
置

適
使
措

概要

1999年4月(感染症法施行)～2008
告された208例のうち、国内感染例218例、男性!

例、女性41例である。感染経路は経口感染があり、飲食
たものは111例で、内訳はプタ47例、イノ

シ24例、シカ15例である。予防は肉や内臓を充分加熱
ることである。

を業務とす
こ発症した細菌性髄膜炎においてStreptocoCCus sttsが
れた。本菌感染と職業との関連が推定されたが、
|な感染経路は不明である。また、ヒトーヒト感染は
れていない。

る最新情報1例を報告した。テキサス保健当局に
こよると患者は2008年10月中旬にブタとの数回
、プタインフルエンザウイルスA/HlNlに感染した。

当局は疾患の詳細は把握していないが、患者の家族又
こは発症していない。

ンフリレエl

ウイルスの活動性に関する報告。新規のインフルエンザ
ウイルスに感染したヒト症例1例(14歳)がTexasから報告
れた。ブタとの数回接触後、プタインフルエンザウイル
スA/HlNlに感染した。症例は回復し、患者の家族又は
者には発症していない。

:EbdttRestonウイルス感染は2008年に2ヶ所のブ
発見され、これらの農場の労働者50人以上がウ
こ曝露したが、検査陽性は1例のみで有、症状は出

ていない。ブタからヒトヘの感染は今回が初めて。2009年
1月23日
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テム会社からMRSA ST398株がブタとヒトにおいて発見さ
れ、プターヒト間の伝搬が示唆されたことを報告した。



受理日 感染症(PT)

ェルト・ヤコ
病

ルス感染

ルリサ

人血清アルブミン(5%)
清アルブミン(2跳)

乾燥ポリエチレングリコール処理人免
グロプリン

人アンチトロンピン肛
人免疫グロプリン
人血液凝固第X因 子複合体

リモスチ Neuro1 2008:

Natl Acad Sc:

2008:105:

14124-14129

報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区

C‖n Microbiol

145:2144-

:50

'イルス感染 Infect Dis

センターに20C12年5月か
1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)
たところ、海綿状変性の型、PrP免疲染色パターン
よびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性

つた。我々はこれらをプロテアーゼ感
プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プリオン病
では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多
可ヽ能性がある。

イジラ薇薩=ジリ畢闘葵勘 マ費"茄呼頭移鶏豚薇両匡が葛T苅ウ
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

はThdにrのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sar。:d

ウイルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498
から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
スが検出された。

1981年11月に原因不明の発熱を呈した8ケ月の女
便検体から同定されていない病原体を培養し、単
したウイルスのヌクレオチド配列を調べたところ、
マウス脳脊髄炎ウイルスと高い相同性を示し

。ウイルスゲノムのほぼ全長配列と系統遺伝学的解析
、このウイルスはピヨナウイルス科カルディオウイル
であることが明らかとなつた。この新規のウイルスを
と命名した。

ナダにおいて、SafFoldウイルスに関連するカルジオウ:

14:834-836 ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの鼻咽
1物から検出された。Can‖2051-06分離株のポリ
ン配列は、SafFoldウイルスと912%のアミノ酸同一

した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDの ループは、
かなり異なつていた。

167/171ペ ージ



感染症(PT)原材料名

日本 チクングニ・

イルス感染ルリサー

症例
一証
朗
腿

概要

ジラじ西全軍語群あ
体844例においてSaroid様ウイルスに関するシステマ

ティック分子スクリーニングを行うた。その結果、6歳未満
の患者で6つのカルディオウイルスが同定され、6名中4名

共感染していた。大流行パターンに関するエビデン

は得られなかつた。系統遺伝学的解析の結果、3つの

異なつた遺伝的系統が同定された。2大陸で非常に近い

見つかつたことから、ヒトにおける世界的な分布が疑

イクでは.2002年の方が感染症例数および重症度と

:nfect Dis

2008: 14: 1398-

1405

」T r o p  M e d

2003,79:495-

ミ。重症化を伴つたウイルス進化を調べるため、
者31名(デング熱14名、デング出血熱17名)

漿由来のデングウイルス2型配列を調べた。エンベロッ
全ゲノム配列解析の結果、2つのアウトブレイク

のウイルス間で4つの遺伝子における5つのスクレオチド

変1しが明らかとなり、2002年ウイメレスは2001年ウイルス

イナー変異株由来であることが示された。

ビし続 じ15幕 可彊薇蘭薇環草
会東北地方会 ですリガラス陰影を認め、尿中レジオネラ抗原陽性の

(2008年9月20日) ため、レジオネラ肺炎と診断された。患者喀痰から

. iEifl :Kit6 t..ubdlucenst L.pneumophilaO
極が分離された。尿中抗原検査はLpneumoph:a陽 性

を示し、患者はLrubJuCensとLlneumOp‖ aの複合感染
推定された。L rubttucensが同定された国内外初めて

ある。

Gen Vird 2008;

1945-1948 アウトブレイクがあつたインドのケララ州の3つの最
で収集された分離株ウイルスについて、遺伝子配

行つた。その結果、糖蛋白エンベロープ1(El)
こ、ヒトスジシマカにおけるCHIKV感 染性を

上げるとされるA226V変異が認められた。

Dec (Epub
Infect Dis 顧層蘭蕩噺覇-17ダ ヴ万砺 リラ茅π

ニアで狐にかまれたメキショ移民男性が2∞8年3月に死亡
oF pnntl た。脳のサンプルから単離したウイルスの塩基配列の解析

より昆虫食コウモリの狂大病ウイルスクレイドの特徴的分
子構造を有するが、遺伝的多様性としては5%有、高度に

保存された321番目のヒステジンがグルタミンに変異して
るヽことから、新たな狂大病ウイルスとして分類した。
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感染症(PT)

腫ヽらい(DLDに より死1=した
Mycobacte‖um属の新種が確認された:DLLにより死亡し
た1症例から肝組織、他の1症例から皮膚組織から抗酸菌

16S●bosOmJ RNA遺 伝子および他の5つ

子の相同性を解析した。その結果。らい腫(M
共通の起源ではあるが、そこから分岐した別の
iaであることからM leprOmatoJsと命名した。

πり牙考幕こ形戸巧薦ルラフR ルリオクトコ

アルファ

(遺伝子組

1-インア

クチベータ

パヽリンナト

ヘパリン

ェルト・ヤコ

387

チヤイニーズ
ハムスター卵
巣細胞株

夕腸粘膜

一般名

人Cl―インア

ア ル ミン

素

ブリノゲン加第Xll国子
アンチトロンビンШ

、ドイ 効成分
、オースト

リア

130:866-864.2008

Society

Releases 20081F8

月2 8日

エボラ出血熱 Press Release

概 要

ングウイルス セロタイブ2をアルフミン

よび免疫グロブリンの各種製造工程(低温エタノール分
回、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処理
)よびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
ルスのクリアランスをVero E6細胞培養におけるTC:D50

アッセイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ

程が不活化・除去に有効であることが示された。

ツジにおけ
ると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど

。ヽエジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8SEま
はスクレイピ=に 感染したヒツジからの輸血による疾病

を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと
血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する
ナーから採取された血液によつても伝播すること

示された。

におけるEbola―Restonウイルスの初め1
ンにおいてブタからEbda―Restonウイルスが検出されたこと

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよびWHOに 専門

派遣を要請した。2007年および2008年にNueva Ectta

およびBJacanの農場においてブタの死亡が増加したこと
からフイリピン政府による調査が開始され、プタ繁殖・呼
1症候群(RRRS)およびEbda―Restonウイルス感染
れた。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ

169/171ページ

ている。



イルス陽性:Ebda―RestOnウイルス感染は2008年に2ヶ所のブ
タ農場で発見され、これらの農場の労働者50人以上がウ
イルスに曝露したが、検査陽性は1例のみで有、症状は出
ていない。ブタからヒトヘの感染は今回が初めて。2009年

両著F耳西ご百iこ轟 :覇どittiじI
一人がエボラウイルス・レストン株(ERV)の抗体

ことを伝えたが、1月30日にさら
こ4人がERV抗 体検査陽性となったことを発表した。5

いずれも感染ブタに直接接触したことで
可能性がある。
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一般名

絨毛性性腺刺激ホルモン

ルジ弾裏「テπラフ

ルシダーゼ アルファ

ルシダーゼ アルフア(遺伝子組換

大日本住

友製薬

生物由来成
分名

ィ‐カラム
大腸

菌による遺
子組換え
たん白質)

出来細胞
HT-1

原産国 1含 有区 感染症(PT)

友製薬
シダーゼ ア

来)
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